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論
説
?
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
｜
?
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
示
唆
｜
?
笹
川
敏
彦
第
一
章
は
じ
め
に
⑴
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
（socie?te?
europe?enne,E
uropean C
om
pany,Societas E
uropaea;SE
）
（
１
）法
（
以
下
、
文
脈
に
応
じ
て
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
」、「
Ｓ
Ｅ
規
則
」
ま
た
は
「
成
立
法
」
と
よ
ぶ
）
が
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
八
日
に
成
立
し
、
?
）
一
二
一
三
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
目
次
第
一
章
は
じ
め
に
第
二
章
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
第
三
章
わ
が
国
の
法
制
第
四
章
お
わ
り
に
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
八
日
に
施
行
さ
れ
た
。
同
法
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
各
国
の
会
社
法
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
超
国
家
法
と
し
て
の
Ｅ
Ｕ
法
に
も
と
づ
い
て
設
立
さ
れ
る
Ｅ
Ｕ
の
超
国
家
的
会
社
法
で
（
２
）
あ
る
。
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
は
、
一
九
五
九
年
に
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
大
学
の
サ
ン
ダ
ー
ス
（Sanders
）
教
授
が
提
唱
し
て
（
３
）
以
来
、
紆
余
曲
折
の
歴
史
を
有
し
、
成
立
ま
で
に
実
に
四
二
年
も
の
歳
月
を
要
し
た
法
制
度
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
成
立
に
よ
り
、
①
国
際
合
併
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
②
各
加
盟
国
の
会
社
法
制
の
違
い
か
ら
生
じ
る
事
務
管
理
コ
ス
ト
（
年
間
約
三
〇
〇
億
ユ
（
４
）
ー
ロ
）
を
削
減
で
き
、
さ
ら
に
③
域
内
市
場
の
完
成
に
と
っ
て
大
き
な
貢
献
に
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
は
、
超
国
家
性
と
い
う
要
請
か
ら
、
既
存
の
会
社
の
み
が
発
起
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
、
一
般
に
い
う
会
社
の
設
立
と
は
大
き
く
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
は
、
①
合
併
方
式
、
②
持
株
会
社
方
式
、
③
共
同
子
会
社
方
式
、
④
組
織
変
更
方
式
の
四
つ
の
方
式
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
（
二
条
一
項
｜
四
項
）。
し
た
が
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
と
は
、「
設
立
」
と
は
い
う
も
の
の
、
結
局
、
企
業
の
「
組
織
再
編
」
の
問
題
に
帰
着
す
る
の
で
あ
る
。
⑵
わ
が
国
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
研
究
は
、
従
来
か
ら
少
数
な
が
ら
も
着
実
に
な
さ
れ
て
い
（
５
）
る
が
、
同
法
の
「
成
立
法
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
い
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
段
階
で
（
６
）
あ
る
。
筆
者
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
設
立
方
式
に
関
し
考
察
を
進
め
て
（
７
）
き
た
。
そ
の
結
果
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
設
立
（＝
組
織
再
編
）
に
は
、
次
の
三
つ
の
特
色
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
組
織
再
編
の
対
価
（
割
当
（
８
）
比
率
）
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
に
、
鑑
（
９
）
定
人
に
よ
る
割
当
比
率
の
鑑
定
を
義
務
づ
け
て
い
る
こ
と
、
②
事
前
に
適
法
性
の
検
査
を
義
務
づ
け
る
こ
と
で
、
事
後
の
合
併
無
効
を
排
除
し
て
い
る
こ
と
、
③
持
株
会
社
の
設
立
に
際
し
て
、
当
事
会
社
の
株
主
が
、
自
己
の
株
式
を
持
株
会
社
に
出
資
す
る
か
否
か
を
決
定
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
特
色
の
う
ち
、
①
の
点
に
つ
い
て
の
み
に
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
?
）
二
二
一
四
焦
点
を
絞
っ
て
わ
が
国
の
法
制
と
比
較
検
（
10
）
討
し
、
わ
が
国
の
法
制
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
残
り
の
②
お
よ
び
③
の
点
に
つ
い
て
は
（
11
）
別
稿
に
お
い
て
考
察
す
る
。
そ
れ
で
は
、
右
の
三
つ
の
特
色
あ
る
制
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
者
を
そ
の
保
護
の
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
、
①
割
当
比
率
の
鑑
定
に
つ
い
て
は
、
対
価
の
公
正
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
少
数
株
主
を
含
む
株
主
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
②
合
併
無
効
の
排
除
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
検
査
を
行
い
、
適
正
な
合
併
手
続
を
担
保
す
る
こ
と
で
、
合
併
無
効
を
回
避
し
、
も
っ
て
法
的
安
定
性
を
確
保
し
、
会
社
利
害
関
係
人
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
③
少
数
株
主
残
存
方
式
に
つ
い
て
は
、
持
株
会
社
の
設
立
の
際
に
お
け
る
強
制
交
換
を
否
定
す
る
こ
と
で
、
少
数
株
主
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
右
の
三
つ
の
制
度
は
、
そ
の
保
護
の
対
象
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
は
い
え
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
の
規
制
緩
和
の
著
し
い
会
社
法
制
に
と
っ
て
は
、
比
較
研
究
の
素
材
と
し
て
、
意
義
深
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
⑶
他
方
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
平
成
一
七
年
六
月
、
会
社
法
制
の
現
代
化
を
内
容
と
す
る「
会
社
法
」（
平
成
一
七
年
法
律
第
八
六
号
。
以
下
、
条
文
を
引
用
す
る
際
に
は
「
会
」
と
略
す
る
）
が
成
立
し
、
同
一
八
年
五
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
加
え
て
、
会
社
法
に
お
い
て
約
三
〇
〇
に
及
ぶ
事
項
に
つ
き
法
務
省
令
に
対
し
て
委
任
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
て
、
同
年
二
月
七
日
に
「
会
社
法
施
行
規
則
」（
平
成
一
八
年
法
務
省
令
第
一
二
号
。
以
下
、
条
文
を
引
用
す
る
際
に
は
「
規
則
」
と
略
す
る
）、「
会
社
計
算
規
則
」（
同
第
一
三
号
）
お
よ
び
「
電
子
公
告
規
則
」（
同
第
一
四
号
）
が
公
布
さ
れ
た
。
本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
「
組
織
再
編
」
は
、
こ
の
会
社
法
の
現
代
化
に
お
け
る
重
要
項
目
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
（
12
）
い
る
。
わ
が
国
の
会
社
法
は
、
組
織
再
編
の
領
域
に
つ
き
、
大
幅
な
規
制
緩
和
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
①
対
価
の
柔
軟
化
（
会
七
四
九
条
一
項
二
号
、
七
五
八
条
四
号
、
七
六
八
条
一
項
二
号
）、
②
簡
易
組
織
再
編
に
お
け
る
要
件
の
緩
和（
会
七
八
四
条
三
項
、
七
九
六
条
三
項
、
八
〇
五
条
）、
③
略
式
組
織
再
編
の
導
入
（
会
七
八
四
条
一
項
、
七
九
六
条
一
項
）、
④
債
務
超
過
会
社
の
組
織
再
編
の
容
認
（
会
?
）
三
二
一
五
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
七
九
五
条
二
項
参
照
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
制
緩
和
｜
?
と
り
わ
け
対
価
の
柔
軟
化
｜
?
は
、
主
と
し
て
、
経
（
13
）
済
界
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
（
14
）
政
府
か
ら
の
要
請
に
応
え
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
か
か
る
規
制
緩
和
に
は
果
た
し
て
問
題
が
な
い
の
か
と
い
う
問
題
意
識
を
そ
の
検
討
の
背
景
と
し
て
（
15
）
い
る
。
⑷
と
こ
ろ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
八
日
に
施
行
さ
れ
、
理
論
上
は
、
同
日
よ
り
、
い
ず
れ
の
加
盟
国
に
お
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
同
日
現
在
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
を
国
内
法
に
組
み
入
れ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
（
労
働
者
参
加
指
令
の
国
内
法
化
お
よ
び
Ｓ
Ｅ
規
則
の
設
け
る
選
択
肢
の
決
定
を
（
16
）
含
む
）
を
完
了
し
て
い
た
の
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
二
五
（
17
）
ヵ
国
お
よ
び
Ｅ
Ｅ
Ａ
加
盟
国
三
（
18
）
ヵ
国
の
合
計
二
八
ヵ
国
の
う
ち
、
わ
ず
か
六
ヵ
国
に
す
ぎ
な
か
（
19
）
っ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
後
の
二
〇
〇
五
年
八
月
三
日
現
在
に
お
い
て
は
、
約
二
〇
ヵ
国
の
加
盟
国
が
そ
の
整
備
を
完
了
し
て
（
20
）
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
（
21
）
て
は
、
二
〇
〇
五
年
七
月
二
六
日
、
Ｓ
Ｅ
規
則
お
よ
び
こ
れ
を
補
完
す
る
労
働
者
参
加
指
令
を
適
用
す
る
た
め
に
、「
経
済
の
信
頼
お
よ
び
現
代
化
の
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
フ
ラ
ン
ス
法
に
導
入
す
る
法
律
二
〇
〇
五
年
七
月
二
六
日
法
律
第
二
〇
〇
五
｜
八
四
（
22
）
二
号
」（
こ
の
法
律
は
、
一
般
に
ブ
ル
ト
ン
法
律
（loi B
reton
）
と
呼
ば
れ
る
の
で
、
以
下
、
ブ
ル
ト
ン
法
律
と
い
う
）
が
成
立
し
、
商
法
典（
同
二
二
九
｜
一
条
以
下
）お
よ
び
労
働
法
典（
同
四
三
九
｜
二
五
条
以
下
）の
な
か
に
そ
れ
ぞ
れ
組
み
入
れ
ら
（
23
）
れ
た
。
さ
ら
に
、
ブ
ル
ト
ン
法
律
の
若
干
の
規
定
（
た
と
え
ば
、
公
示
の
方
法
な
ど
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
関
す
る
二
〇
〇
六
年
四
月
一
四
日
デ
ク
レ
第
二
〇
〇
六
｜
四
四
（
24
）
八
号
」（
以
下
、
デ
ク
レ
と
い
う
）に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
か
か
る
ブ
ル
ト
ン
法
律
お
よ
び
デ
ク
レ
に
つ
い
て
も
、
言
及
し
て
（
25
）
い
る
。
⑸
本
稿
に
お
け
る
叙
述
の
順
序
を
述
べ
る
と
、
ま
ず
、
第
二
章
に
お
い
て
は
、
対
価
の
公
正
確
保
に
関
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
規
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
次
に
、
第
三
章
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
の
法
制
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
と
く
に
、
①
合
併
に
つ
い
て
重
要
な
?
）
四
二
一
六
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
改
正
を
行
っ
た
平
成
九
年
改
正
商
法
の
立
法
過
程
（
第
一
節
）、
②
株
式
交
換
・
株
式
移
転
制
度
を
導
入
し
た
平
成
十
一
年
改
正
商
法
の
立
法
過
程
（
第
二
節
）、
さ
ら
に
、
③
会
社
法
と
そ
の
立
法
過
程
（
第
三
節
）
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
考
察
し
て
い
る
。
最
後
に
、
第
四
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
総
括
す
る
。
本
稿
の
特
色
は
、
次
の
二
点
に
あ
る
。
第
一
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
対
価
の
柔
軟
化
に
伴
い
、
よ
り
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
た
「
対
価
の
公
正
確
保
」
に
つ
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
と
比
較
検
討
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
法
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
各
国
の
会
社
法
制
の
比
較
法
的
研
究
の
成
果
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
対
価
の
公
正
確
保
に
つ
い
て
、
同
法
を
比
較
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
（
26
）
な
く
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
本
稿
の
特
色
の
一
つ
が
あ
る
と
い
え
る
。
第
二
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
対
価
の
公
正
確
保
に
つ
い
て
の
議
論
を
、
前
述
の
よ
う
に
、
平
成
九
年
改
正
商
法
の
立
法
過
程
、
平
成
一
一
年
改
正
商
法
の
立
法
過
程
お
よ
び
会
社
法
の
立
法
過
程
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
機
的
な
連
関
の
も
と
で
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
会
社
法
に
お
け
る
対
価
の
公
正
確
保
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
点
を
分
析
し
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
検
討
対
象
と
す
る
わ
が
国
の
組
織
再
編
行
為
に
つ
い
て
は
、
当
事
会
社
が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
合
併
、
株
式
交
換
・
株
式
移
転
に
関
し
て
の
み
に
限
定
し
て
（
27
）
い
る
。
注
?１
）
⒜
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
は
、
と
も
に
Ｅ
Ｃ
条
約
三
〇
八
条
（
旧
二
三
五
条
）
を
根
拠
と
す
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
関
す
る
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
八
日
理
事
会
規
則
」（R
e?glem
ent
(C
E
)n°2157 /2001 du C
onseil du 8 octobre 2001 relatif au statut de la socie?te?
europe?enne
(SE
),JO
C
E n°L 294 du 10 /11 /2001 pp.1
?21;C
ouncil R
egulation
(E
C
)
N
o 2157 /2001 of 8 O
ctober 2001 on the Statute for
 
a E
uropean com
pany
(SE
),O
J L
294,10 /11 /2001,pp.1
?21
）
な
ら
び
に
「
労
働
者
参
加
に
関
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
を
補
完
す
る
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
八
日
理
事
会
指
令
」（D
irective 2001 /86 /C
E du C
onseil du 8 octobre 2001 com
ple?tant le statut de la Socie?te?
?
）
五
二
一
七
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
europe?enne pour ce qui concerne l’im
plication des travailleurs,JO
C
E n°L 294 du 10 /11 /2001 pp.22
?32;C
ouncil D
irective
 
2001 /86 /E
C of 8 O
ctober 2001 supplem
enting the Statute for a E
uropean com
pany w
ith regard to the involvem
ent of
 
em
ployees,O
J
 
L 294,10 /11 /2001 pp.22
?32
）（
以
下
、「
労
働
者
参
加
指
令
」
と
略
す
る
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
Ｓ
Ｅ
規
則
に
つ
い
て
原
則
と
し
て
条
文
番
号
の
み
を
も
っ
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
本
稿
で
引
用
す
る
Ｓ
Ｅ
規
則
の
条
文
は
、
Ｅ
Ｃ
官
報
英
語
版
を
参
照
し
つ
つ
も
、
主
と
し
て
同
官
報
フ
ラ
ン
ス
語
版
か
ら
翻
訳
し
た
。
⒝
さ
ら
に
、
筆
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
「
設
立
」
の
分
野
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
合
併
方
式
に
つ
い
て
は
、
笹
川
敏
彦
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
設
立
｜
?
合
併
方
式
に
よ
る
設
立
を
中
心
に
｜
?」
法
と
政
治
（
関
西
学
院
大
学
法
政
学
会
）
五
五
巻
二
号
（
二
〇
〇
四
年
）
四
七
頁
以
下
、
持
株
会
社
方
式
に
つ
い
て
は
、
笹
川
敏
彦
「
持
株
会
社
方
式
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
」
法
と
政
治
五
五
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
五
五
頁
以
下
、
組
織
変
更
方
式
に
つ
い
て
は
、
笹
川
敏
彦
「
組
織
変
更
方
式
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
」
札
幌
学
院
法
学
二
二
巻
二
号
（
二
〇
〇
六
年
）
四
三
頁
以
下
。
な
お
、
最
判
平
成
五
年
一
〇
月
五
日
判
決
に
つ
い
て
、
笹
川
敏
彦
「
合
併
比
率
の
不
公
正
と
合
併
無
効
原
因
」
法
と
政
治
五
六
巻
三
・
四
号
（
二
〇
〇
五
年
）
五
五
頁
以
下
。
ま
た
、
共
同
子
会
社
方
式
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
検
討
に
至
っ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
Ｓ
Ｅ
規
則
は
、
共
同
子
会
社
方
式
に
つ
き
、
次
の
わ
ず
か
三
箇
条
を
定
め
る
の
み
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
ま
ず
、
二
条
三
項
は
、
同
方
式
に
よ
る
設
立
に
求
め
ら
れ
る
超
国
家
性
の
要
件
を
規
定
し
、
次
に
、
三
五
条
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
は
、
二
条
三
項
﹇
超
国
家
性
の
要
件
｜
?
筆
者
﹈
に
従
っ
て
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
る
。
最
後
に
、
三
六
条
は
、「
行
為
に
参
加
す
る
会
社
ま
た
は
そ
の
他
の
法
人
に
対
し
て
は
、
国
内
法
に
従
い
、
株
式
会
社
の
形
態
を
有
す
る
子
会
社
の
設
立
へ
の
参
加
を
規
定
す
る
条
項
が
適
用
さ
れ
る
」と
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
は
、
共
同
子
会
社
方
式
に
よ
る
設
立
に
つ
き
、
各
加
盟
国
の
国
家
法
規
が
適
用
さ
れ
る
旨
を
定
め
る
の
み
で
あ
っ
て
、
実
質
的
な
規
制
は
、
各
国
家
法
規
に
全
面
的
に
委
ね
て
い
る
。
?２
）
も
っ
と
も
、
一
九
七
〇
年
案
お
よ
び
一
九
七
五
年
修
正
案
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
全
て
の
側
面
を
規
定
し
よ
う
と
試
み
た
の
に
対
し
て
、
成
立
法
は
、
数
多
く
の
事
項
を
各
加
盟
国
の
法
制
に
委
任
し
て
お
り（
九
条
）、
同
法
は
も
は
や
純
粋
な
意
味
に
お
け
る
超
国
家
的
制
度
と
は
い
え
な
い
側
面
が
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
（
詳
し
く
は
、
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
合
併
方
式
六
五
頁
）。
（
３
）P
iter Sanders,E
uropean Stock C
orporation,
T
ext of D
raft Statute w
ith C
om
m
entary,1969.
（
４
）Single M
arket N
ew
s N
o.25
(M
arch 2001),‘T
he E
uropean C
om
pany
｜
?A
n optional vehicle for transnational coopera-
tion
｜
?’,http: //europa.eu.int /com
m
m
arket /en /sm
n /
sm
n25 /
s25m
n28.htm
.
?
）
六
二
一
八
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
（
５
）
代
表
的
な
業
績
と
し
て
単
行
本
の
み
を
挙
げ
れ
ば
、
一
九
七
五
年
修
正
案
に
つ
い
て
、
森
本
滋『
Ｅ
Ｃ
会
社
法
の
形
成
と
展
開
』（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
四
年
）
五
八
頁
以
下
、
一
九
八
九
年
案
お
よ
び
一
九
九
一
年
修
正
案
に
つ
い
て
、
正
井
章
筰
『
Ｅ
Ｃ
国
際
企
業
法
』（
中
央
経
済
社
、
一
九
九
四
年
）
一
〇
五
頁
以
下
、
二
〇
九
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。
詳
し
く
は
、
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
合
併
方
式
五
三
頁
注
（
18
）
参
照
。
（
６
）
代
表
的
な
業
績
の
み
を
挙
げ
る
と
、
上
田
廣
美
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
と
従
業
員
の
経
営
参
加
に
関
す
る
最
新
動
向
（
上
）（
下
）」
国
際
商
事
法
務
二
九
巻
五
号
（
二
〇
〇
一
年
）
五
二
七
頁
以
下
、
同
巻
六
号
（
二
〇
〇
一
年
）
六
六
六
頁
以
下
、
正
井
章
筰
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
に
お
け
る
労
働
者
の
参
加
規
制
の
新
展
開
」
小
島
康
裕
教
授
退
官
記
念
『
現
代
企
業
法
の
新
展
開
』
泉
田
栄
一
他
編
著
（
信
山
社
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
四
六
五
頁
、
野
田
輝
久「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
評
価
｜
?
ド
イ
ツ
法
の
視
点
か
ら
｜
?」青
山
経
営
論
集
三
七
巻
四
号（
二
〇
〇
三
年
）
二
三
九
頁
以
下
、
上
田
廣
美
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
成
立
と
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
従
業
員
参
加
」
日
本
Ｅ
Ｕ
学
会
年
報
二
三
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
三
一
頁
以
下
、
海
道
ノ
ブ
チ
カ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
（
Ｓ
Ｅ
）
と
経
営
参
加
」
商
学
論
究
（
関
西
学
院
大
学
商
学
研
究
会
）
五
一
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
七
頁
以
下
、
上
田
廣
美
「
共
同
体
法
に
お
け
る
会
社
法
の
基
本
的
問
題
と
そ
の
課
題
｜
?
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
と
開
業
の
自
由
を
中
心
に
｜
?」
慶
應
法
学
第
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。
主
に
、
労
働
者
参
加
指
令
に
つ
い
て
の
研
究
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
合
併
方
式
五
四
頁
注
（
19
）
参
照
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
の
大
き
な
影
響
を
受
け
て
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
六
日
に
成
立
し
た
「
国
際
合
併
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
会
社
法
第
一
〇
指
令
」
に
つ
い
て
は
、
早
川
勝
「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
国
境
を
越
え
た
合
併
｜
?
Ｅ
Ｕ
第
一
〇
指
令
を
中
心
と
し
て
｜
?」
同
志
社
法
学
五
八
巻
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
頁
以
下
参
照
。
同
指
令
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
正
井
章
筰
「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
国
境
を
越
え
た
合
併
｜
?
会
社
法
第
一
〇
指
令
｜
?」
早
稲
田
法
学
八
一
巻
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）
四
五
一
頁
以
下
お
よ
び
早
川
・
前
掲
注
（
６
）
四
二
頁
以
下
参
照
。
（
７
）
前
掲
注
（
１
）
に
掲
載
の
文
献
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
す
で
に
公
表
し
た
論
文
に
大
幅
な
加
筆
・
修
正
を
行
い
、
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
論
文
と
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
頂
き
た
い
。
（
８
）
本
稿
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
関
し
て
は
、「
割
当
比
率
」
ま
た
は
「
株
式
交
換
比
率
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
、
わ
が
国
の
法
制
に
関
し
て
は
、「
対
価
」
ま
た
は
「
割
当
比
率
」
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
（
会
社
法
に
お
い
て
は
、
対
価
が
存
続
会
社
等
の
株
式
以
外
で
あ
る
と
き
に
は
「
割
当
比
率
」
と
い
う
用
語
を
使
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
（
た
と
え
ば
金
銭
の
場
合
）、「
対
価
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）。
も
っ
と
も
、
わ
が
国
の
組
織
再
編
法
制
の
立
法
過
程
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
法
制
審
議
会
の
公
表
し
た
文
書
に
も
と
づ
い
て
い
る
た
め
、「
合
併
比
率
」「
株
式
交
換
比
率
」「
株
式
移
転
比
率
」と
い
う
用
語
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
?
）
七
二
一
九
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
し
て
お
く
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
用
語
は
、
基
本
的
に
同
趣
旨
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
９
）
本
稿
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
関
し
て
は
、「
鑑
定
人
」と
い
う
用
語
を
使
用
し
、
わ
が
国
の
法
制
に
関
し
て
は
、「
専
門
家
」
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
。
（
10
）
本
稿
に
お
い
て
は
、
次
の
外
国
語
文
献
を
参
照
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
文
献
と
し
て
は
、M
ichel M
enjucq,L
a Socie?te?
europe?enne,R
evue
 
des Socie?te?s
,2002 n°2,p.234 et suiv.,B
arthe?lem
y M
ercadal,P
hilippe Janin,A
nne C
harve?riat et A
lain C
ouret,
M
e?m
ento
 
Pratique,
Socie?te?s C
om
m
erciales 2003
,2002,n°31290 et suiv.,M
ercadal,Janin,C
harve?riat et C
ouret,
M
e?m
ento Pratique,
Socie?te?s C
om
m
erciales 2006
,2005,n°31200 et suiv.,Jacques-L
ouis C
olom
bani et M
arc F
avero,L
a socie?te?
europe?enne,2002,
p.71 et suiv.,n°239 et suiv.,A
lain C
ouret,L
es techniques de constitution de la socie?te?
europe?enne,L
a socie?te?
europe?enne,
sous la direction de K
laus J.H
opt,M
ichel M
enjucq,et E
ddy W
ym
eersch,2003,p.21 et suiv.,F
rançoise B
lanquet,E
nfin
 
la socie?te?
europe?enne,R
evue du D
roit de l’U
ion E
urope?enne,2001 n°1,p.89 et suiv.,P
aul L
e C
annu,D
roit des Socie?te?s,
2002,n°898 et suiv.,M
.C
ozian,A
.V
iandier et F
.D
eboissy,D
roit des Socie?te?s,14?
e?d.,2001,n°83 et suiv.,P
ierre N
icaise,
L
a constitution de la socie?te?
europe?enne,L
a socie?te?
europe?enne,sous la direction de Jacques M
alherbe,2005,p.77 et suiv.,
P
hilippe M
erle et A
nne F
auchon,
D
roit C
om
m
ercial socie?te?s com
m
erciales,
10?
e?d.,
2005,
p.39 et suiv.
G
illes B
e?lier,
C
atherine C
athiard et Je?ro?m
e Sibille,L
a socie?te?
europe?enne apre?s une longue gestation le?gislative,son statut est enfin
 
inte?gre?
dans le droit français!,
Petites A
ffiches,
3 aou?t 2005,
n°153,
pp.7
?18,
E
lena P
ascal,
Societas E
uropaea point d’
actualite?
et prem
ie?res cre?ations,Petite affiches,3 aou?t 2005,n°153,p.19 et suiv.,A
herine C
athiard,L
a socie?te?
europe?enne
 
en droit français,D
roit des socie?te?,Janvier 2006,p.5 et suiv.,B
enoit L
ecourt,C
hronique de droit europe?en des socie?te?s,
R
evue des socie?te?s,n°3,2005,p.701 et suiv.,B
ernard Saintourens,L
es re?form
es du droit des socie?te?s par les lois du 26 juillet
 
2005 pour la confiance et la m
odernisation de l’e?conom
ie et du 2 aou?t en faveur des petites et m
oyennes entreprises,
R
evue des socie?te?s,n°3,2005,p.556 et suiv.,L
uc Julien-Saint-A
m
and,L
e
(futur)ro?le de la socie?te?
europe?enne dans le m
onde
 
des affaires en france et en allem
agne,Petite affiches,17 aou?t 2006,n°164,p.43 et suiv.
英
語
文
献
と
し
て
は
、C
arla T
avares
 
D
a C
osta and A
lexander de M
eester B
ilreiro,T
he E
uropean C
om
pany Statute,2003,p.17 et suiv.,E
rik W
erlauff,SE
｜
?
T
he L
aw of the E
uropean C
om
pany,2003,translated by Steven H
arris,p.39 et suiv.,V
anessa E
dw
ards,E
C C
om
pany L
aw
,
?
）
八
二
二
〇
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
1999,p.399 et suiv.,Janet D
ine and P
aul H
ughes,
E
C C
om
pany L
aw
,2003,update 15,at 9.1 et suiv.
（
11
）
笹
川
敏
彦
「
組
織
再
編
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
制
の
特
色
（
上
）（
下
）
｜
?
わ
が
国
法
制
と
比
較
し
て
｜
?」
国
際
商
事
法
務
三
五
巻
三
号
四
号
（
二
〇
〇
七
年
）
掲
載
予
定
参
照
。
（
12
）
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
に
つ
い
て
検
討
す
る
文
献
と
し
て
は
、
主
と
し
て
次
の
も
の
が
存
在
す
る
。
①
要
綱
試
案
に
つ
い
て
は
、
上
村
達
男
「
会
社
の
設
立
・
組
織
再
編
」
商
事
法
務
一
六
七
八
号
（
二
〇
〇
四
年
）
九
頁
以
下
、
柴
田
和
史
「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案
に
お
け
る
合
併
対
価
の
柔
軟
化
に
つ
い
て
」
法
律
時
報
七
六
巻
四
号
（
二
〇
〇
四
年
）
二
七
頁
以
下
、
藤
田
友
敬
「
企
業
再
編
対
価
の
柔
軟
化
・
子
会
社
の
定
義
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
六
七
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
〇
三
頁
以
下
、
伊
藤
靖
史
「
会
社
の
組
織
再
編
に
関
す
る
商
法
の
改
正
に
つ
い
て
｜
?
会
社
法
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案
の
問
題
点
｜
?」
同
志
社
法
学
五
五
巻
七
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
九
五
頁
以
下
等
参
照
。
②
要
綱
案
に
つ
い
て
は
、
江
頭
憲
治
郎
「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
案
の
解
説
（
?
）」
一
七
二
八
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
〇
頁
以
下
等
参
照
。
③
会
社
法
に
つ
い
て
は
、
浜
田
道
代
「
新
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
」
商
事
法
務
一
七
四
四
号
（
二
〇
〇
五
年
）
四
二
頁
以
下
、
藤
縄
憲
一＝
田
中
信
隆
「
組
織
再
編
行
為
｜
?
対
価
の
柔
軟
化
、
簡
易
組
織
再
編
行
為
、
略
式
組
織
再
編
行
為
｜
?」
商
事
法
務
一
七
二
四
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
七
頁
以
下
、
竹
中
正
明
「
合
併
対
価
の
柔
軟
化
」
山
本
爲
三
郎
編
『
新
会
社
法
の
基
本
問
題
』（
慶
応
義
塾
大
学
、
二
〇
〇
六
年
）
二
九
一
頁
以
下
、
田
中
亘
「
組
織
再
編
と
対
価
柔
軟
化
」
法
学
教
室
三
〇
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）
七
五
頁
以
下
、
石
綿
学
「
会
社
法
と
組
織
再
編
｜
?
交
付
金
合
併
を
中
心
に
｜
?」
法
律
時
報
九
六
九
号
（
二
〇
〇
六
年
）
五
九
頁
以
下
、
中
東
正
文
「
合
併
、
三
角
合
併
、
株
式
交
換
・
株
式
移
転
」
川
村
正
幸＝
布
井
千
博
編
『
新
し
い
会
社
法
制
の
理
論
と
実
務
』
別
冊
金
融
・
商
事
判
例
（
二
〇
〇
六
年
）
二
二
八
頁
以
下
、
藤
田
友
敬
「
組
織
再
編
」
商
事
法
務
一
七
七
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
五
五
頁
以
下
、
笠
原
武
朗
「
少
数
株
主
の
締
出
し
」
森
淳
二
朗＝
上
村
達
男
編
『
会
社
法
に
お
け
る
主
要
論
点
の
評
価
』（
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
一
三
頁
以
下
、
片
木
晴
彦
「
企
業
組
織
再
編
｜
?
対
価
の
柔
軟
化
と
少
数
株
主
の
保
護
｜
?」
森＝
上
村
編
・
前
掲
注
（
12
）
二
三
九
頁
等
参
照
。
と
く
に
④
会
社
法
施
行
規
則
に
つ
い
て
、
稲
葉
威
雄
「
法
務
省
令
の
問
題
点
｜
?
組
織
再
編
に
関
連
し
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
一
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
五
頁
以
下
等
参
照
。
⑤
立
案
担
当
者
に
よ
る
解
説
と
し
て
は
、
会
社
法
に
つ
き
、
相
澤
哲＝
細
川
充
「
組
織
再
編
行
為
（
上
）（
下
）」
商
事
法
務
一
七
五
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）
四
頁
以
下
、
一
七
五
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）
三
七
頁
以
下
、
法
務
省
令
に
つ
き
、
相
澤
哲＝
細
川
充
「
組
織
再
編
行
為
」
商
事
法
務
一
七
六
九
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
五
頁
以
下
参
照
。
（
13
）
た
と
え
ば
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
「
会
社
法
改
正
へ
の
提
言
｜
?
企
業
の
国
際
競
争
力
の
確
保
、
企
業
・
株
主
等
の
選
択
の
尊
重
｜
?」（
平
成
一
五
年
一
〇
月
公
表
）（http: //w
w
w
.keidanren.or.jp
/japanese /policy /2003 /095.htm
l
）は
、「
組
織
再
編
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
?
）
九
二
二
一
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
そ
の
対
価
を
柔
軟
化
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
吸
収
合
併
、
吸
収
分
割
及
び
株
式
交
換
の
場
合
に
お
い
て
、
消
滅
会
社
等
の
株
主
に
対
し
て
、
存
続
会
社
等
の
株
式
を
交
付
す
る
代
わ
り
に
、
金
銭
や
他
の
会
社
の
株
式
な
ど
の
財
産
を
交
付
す
る
、
合
併
対
価
の
柔
軟
化
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
（
14
）
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
日
本
政
府
へ
の
年
次
改
革
要
望
書
（T
he U
.S.-Japan R
egulatory R
eform and C
om
petition P
olicy Initiative
）
参
照
。
正
文
は
英
文
で
あ
る
が
、
仮
和
訳
も
在
日
米
国
大
使
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http: //japan.usem
bassy.gov /
）
に
お
い
て
閲
覧
で
き
る
。
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
一
四
日
公
表
の
要
望
書
で
は
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
に
よ
る
株
式
交
換
が
要
望
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
要
望
書
（
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
三
日
公
表
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
二
四
日
公
表
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
四
日
公
表
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
七
日
公
表
）
で
は
、
対
価
の
柔
軟
化
お
よ
び
三
角
合
併
を
求
め
て
い
る
。
な
お
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
五
日
公
表
の
要
望
書
参
照
。
（
15
）
同
様
の
問
題
意
識
の
も
と
で
、
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
中
東
・
前
掲
注
（
12
）
二
二
八
頁
以
下
が
あ
る
。
（
16
）P
ascal,supra.note n°10,p.19.
（
17
）
二
〇
〇
七
年
一
月
一
日
、
ル
ー
マ
ニ
ア
お
よ
び
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
Ｅ
Ｕ
に
新
た
に
加
盟
し
、
加
盟
国
は
二
七
ヵ
国
に
な
っ
た
が
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
八
日
の
時
点
で
は
、
本
文
の
通
り
に
二
五
ヵ
国
で
あ
っ
た
。
（
18
）
Ｅ
Ｅ
Ａ
（
欧
州
経
済
領
域
）
加
盟
国
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
で
あ
る
。
（
19
）
こ
の
六
ヵ
国
と
は
、
具
体
的
に
い
え
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
あ
る
（IP
/04 /1195,B
russels,8??
O
ctober 2004,E
uropean C
om
pany Statute in force,but national delays stop com
panies
 
using it
）。
（
20
）
新
加
盟
国
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
そ
の
整
備
を
終
え
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
八
月
三
日
現
在
、
整
備
を
終
え
て
い
る
の
は
、
次
の
国
で
あ
る
（
括
弧
内
は
、
そ
の
年
月
）。
以
下
、
順
に
挙
げ
る
と
、
デ
ン
マ
ー
ク
（
二
〇
〇
四
年
四
月
）、
ハ
ン
ガ
リ
ー
（
同
年
五
月
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
同
年
六
月
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
同
年
七
月
）、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
同
年
八
月
）、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
（
同
年
九
月
）、
イ
ギ
リ
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
・
マ
ル
タ
島
（
同
年
一
〇
月
）、
チ
ェ
コ
・
ド
イ
ツ
・
キ
プ
ロ
ス
島
（
同
年
一
二
月
）、
エ
ス
ト
ニ
ア
（
二
〇
〇
五
年
一
月
）、
オ
ラ
ン
ダ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
（
同
年
三
月
）、
リ
ト
ア
ニ
ア
（
同
年
五
月
）
で
あ
る
（P
ascal,supra.note n°10,p.19
）。
（
21
）
そ
の
他
、
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
の
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
現
在
の
状
況
に
つ
き
、
上
田
・
前
掲
注
（
６
）
二
〇
〇
五
年
一
一
｜
一
四
頁
参
照
。
（
22
）L
a loi pour la confiance et la m
odernisation de l’e?conom
ie introduit la socie?te?
europe?enne en droit français,loi n°2005
?
?
）
一
〇
二
二
二
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
842 du 26 juillet 2005,Journal O
fficiel du 27 juillet 2005,p.12160.
（
23
）L
ecourt,supra.note n°10,p.701.
（
24
）D
e?cret n°2006
?448 du 14 avril 2006 relatif a?
la socie?te?
europe?enne.
そ
れ
ゆ
え
、
ブ
ル
ト
ン
法
律
が
成
立
し
て
か
ら
デ
ク
レ
が
公
表
さ
れ
る
ま
で
の
時
点
に
お
い
て
は
、
デ
ク
レ
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
（M
ercadal,Janin,C
harve?riat et C
ouret,2006,supra.note n°10,n°31200.
同
旨
、M
erle et F
auchon,
supra.note n°10,p.40,n°1
）。
（
25
）
⒜
こ
こ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
の
現
状
（
二
〇
〇
五
年
八
月
三
日
現
在
）
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
（
以
下
、P
ascal,supra.note n°,
pp.19
?20
参
照
）、
最
初
に
設
立
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ス
ト
ラ
バ
ッ
グ
社
（B
auholding Strabag SE
）
で
あ
っ
た
。
同
社
は
、
不
動
産
建
築
会
社
で
あ
っ
て
、
組
織
変
更
方
式
に
よ
り
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
二
日
に
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
八
日
、
電
気
製
品
会
社
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
エ
ル
コ
テ
ッ
ク
社
（E
lcoteq N
etw
ork C
orporation
）
の
管
理
機
関
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
へ
の
組
織
変
更
を
決
定
し
て
い
る
（
上
田
・
前
掲
注
（
６
）
二
〇
〇
五
年
一
七
頁
に
よ
る
と
、
同
社
は
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
八
日
に
設
立
と
な
っ
て
い
る
）。
デ
ン
マ
ー
ク
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
関
す
る
ノ
ル
デ
ア
（N
ordea
）
は
、
北
欧
に
あ
る
子
会
社
と
の
合
併
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
を
発
表
し
て
い
る
（
上
田
・
前
掲
注
（
６
）
二
〇
〇
五
年
一
八
頁
に
よ
る
と
、
組
織
変
更
方
式
に
よ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
）。
ブ
レ
ン
ナ
ー
・
ト
ン
ネ
ル
建
設
会
社
（B
renner B
asistunnel(B
B
T
)SE
）
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
の
国
有
鉄
道
会
社
に
よ
り
、
全
長
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ト
ン
ネ
ル
建
設
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
で
あ
る（
以
上
四
社
に
つ
き
、
詳
し
く
は
、
上
田
・
前
掲
注（
６
）
二
〇
〇
五
年
一
七
頁
?二
〇
頁
参
照
）。
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
領
域
に
お
い
て
北
欧
諸
国
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
デ
ン
マ
ー
ク
のA
B
N
 
A
M
R
O
社
の
子
会
社
で
あ
る
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ベ
ル
グ
銀
行
（A
lfred B
erg
）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
へ
の
組
織
変
更
の
計
画
を
進
め
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
同
様
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
はG
o-E
ast Invest SE
が
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
はM
P
IT
金
融
サ
ー
ビ
ス（M
P
IT Structured
 
F
inancial Services SE
）
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
はSchering-P
lough C
linical T
rials SE
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
る
（
そ
の
他
、
上
田
・
前
掲
注
（
６
）
二
〇
〇
五
年
二
二
頁
注
36
は
、
今
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
を
予
定
し
て
い
る
会
社
と
し
て
、
ノ
イ
マ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
有
限
会
社
（N
eum
ann P
arteners G
m
bH
）
お
よ
び
マ
ザ
ー
ル
社
（M
azars
）
を
挙
げ
て
い
る
）。
⒝
ま
た
、
当
初
予
測
さ
れ
た
よ
り
も
少
な
い
企
業
に
お
い
て
し
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
三
つ
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
（
上
田
・
前
掲
注
（
６
）
二
〇
〇
五
年
二
〇
頁
）。
①
各
加
盟
国
の
株
式
会
社
に
適
用
さ
れ
る
法
律
が
Ｓ
Ｅ
規
則
と
補
完
的
に
ヨ
ー
?
）
一
一
二
二
三
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
ロ
ッ
パ
会
社
に
適
用
さ
れ
る
た
め
、
登
録
国
の
国
内
法
人
と
の
間
に
制
度
の
差
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
、
②
税
制
な
ど
不
明
瞭
な
点
が
多
く
、
ど
れ
だ
け
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
企
業
に
と
っ
て
明
確
で
は
な
い
こ
と
、
③
よ
り
大
き
な
問
題
点
と
し
て
は
、
労
働
者
参
加
の
問
題
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
（
26
）
早
川
・
前
掲
注
（
６
）
二
七
頁
二
八
頁
は
、
第
一
〇
指
令
と
の
比
較
の
う
え
で
、
対
価
の
公
正
確
保
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
る
。
（
27
）
わ
が
国
の
会
社
法
に
お
い
て
は
、
合
併
お
よ
び
株
式
交
換
・
株
式
移
転
に
つ
き
、
株
式
会
社
だ
け
で
な
く
、
持
分
会
社
も
当
事
会
社
に
な
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
他
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
い
て
は
、
合
併
方
式
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
の
み
が
当
事
会
社
と
な
る
こ
と
を
認
め
、
持
株
会
社
方
式
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
お
よ
び
有
限
会
社
が
当
事
会
社
と
な
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
本
文
で
述
べ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
の
法
制
に
つ
い
て
も
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
つ
い
て
も
、
当
事
会
社
が
株
式
会
社
で
あ
る
場
合
に
限
定
し
て
考
察
す
る
。
第
二
章
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
（
28
）
社
法
㈠
序
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
は
、
組
織
再
編
に
お
い
て
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
鑑
定
人
（expert
）
に
よ
る
割
当
比
率
の
鑑
定
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
法
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
、
割
当
比
率
の
鑑
定
人
に
つ
い
て
述
べ（
二
）、
次
に
、
個
別
の
鑑
定
人
制
度
と
共
同
の
鑑
定
人
制
度
に
つ
い
て
述
べ
る（
三
）。
さ
ら
に
、
鑑
定
人
の
報
告
書
の
記
載
事
項
か
ら
鑑
定
人
の
職
務
内
容
を
明
ら
か
に
し
（
四
）、
最
後
に
小
括
す
る
（
五
）。
㈡
割
当
比
率
の
鑑
定
人
割
当
比
率
の
公
正
性
の
問
題
は
、
組
織
再
編
行
為
に
お
け
る
条
件
の
な
か
で
、
最
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
言
わ
（
29
）
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
?
）
一
二
二
二
四
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
割
当
比
率
は
、
当
事
会
社
の
株
主
の
利
益
に
大
き
く
影
響
し
、
組
織
再
編
行
為
の
公
正
性
の
決
め
手
と
な
る
か
ら
で
（
30
）
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
で
は
、
割
当
比
率
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
に
、
合
併
方
式
・
持
株
会
社
方
式
・
組
織
変
更
方
式
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
、
設
立
（
31
）
計
画
｜
?
と
り
わ
け
割
当
比
率
｜
?
を
検
査
す
る
鑑
定
人
制
度
を
設
け
て
い
る
（
合
併
方
式
に
つ
き
二
二
条
、
持
株
会
社
方
式
に
つ
き
三
二
条
四
項
、
組
織
変
更
方
式
に
つ
き
三
七
条
?32
）?33
）
六
項
）。
割
当
比
率
の
鑑
定
人
制
度
は
、
そ
も
そ
も
フ
ラ
ン
ス
法
が
採
用
す
る
制
度
で
あ
（
34
）
っ
て（
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
二
三
六
｜
一
〇
条
）、
こ
れ
を
、
一
九
七
八
年
の
Ｅ
Ｃ
会
社
法
第
三
（
35
）
指
令
が
導
入
し
た
。
そ
の
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
各
国
の
法
制
｜
?
た
と
え
ば
、
ド
イ
（
36
）
ツ
法
｜
?
に
お
い
て
も
、
割
当
比
率
の
鑑
定
人
制
度
は
す
で
に
国
内
法
化
さ
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
い
て
も
同
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
㈢
個
別
の
鑑
定
人
制
度
と
共
同
の
鑑
定
人
制
度
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
は
、
当
事
会
社
が
個
別
に
鑑
定
人
制
度
を
利
用
す
る
場
合
と
、
当
事
会
社
が
共
同
で
鑑
定
人
制
度
を
利
用
す
る
場
合
と
の
二
つ
の
場
合
を
想
定
し
て
（
37
）
い
る
。
第
一
に
、
個
別
に
鑑
定
人
制
度
を
利
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
場
合
、
合
併
方
式
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
裁
判
所
ま
た
は
行
政
庁
に
よ
り
選
任
（de?signe?
）
も
し
く
は
承
認
（agre?e?
）
さ
れ
、
か
つ
会
社
か
ら
独
立
し
た
一
人
以
上
の
鑑
定
人
は
、
各
合
併
当
事
会
社
の
た
め
、
合
併
計
画
を
検
査
し
か
つ
株
主
に
供
す
べ
き
報
告
書
を
作
成
す
る
」（
第
三
指
令
一
〇
条
一
項
（
38
）
一
文
）。
持
株
会
社
方
式
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
?
）
一
三
二
二
五
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
「
各
当
事
会
社
が
服
す
る
加
盟
国
の
裁
判
所
ま
た
は
行
政
庁
に
よ
っ
て
選
任
（de?signe?
）
も
し
く
は
承
認
（agre?e?
）
さ
れ
た
各
当
事
会
社
か
ら
独
立
し
た
一
ま
た
は
複
数
の
鑑
定
人
は
、78/855/C
E
E
指
令（
第
三
指
令
）を
適
用
す
る
た
め
に
採
択
さ
れ
た
国
家
法
規
に
し
た
が
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
設
立
計
画
を
検
査
し
、
か
つ
各
会
社
の
株
主
の
た
め
の
書
面
に
よ
る
報
告
書
を
作
成
す
る
」（
三
二
条
四
項
（
39
）
一
文
）。
こ
の
よ
う
に
、
個
別
に
鑑
定
人
制
度
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
合
併
方
式
お
よ
び
持
株
会
社
方
式
と
も
に
、
ほ
ぼ
同
一
の
要
件
の
も
と
で
、
鑑
定
人
の
資
格
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
第
二
に
、
共
同
で
鑑
定
人
制
度
を
利
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
場
合
、
合
併
方
式
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
各
合
併
当
事
会
社
の
た
め
に
行
動
す
る
鑑
定
人
に
代
わ
り
、
当
該
当
事
会
社
の
共
同
の
請
求
に
基
づ
き
、
合
併
当
事
会
社
の
う
ち
の
一
社
ま
た
は
将
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
属
す
る
加
盟
国
の
裁
判
所
ま
た
は
行
政
庁
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
一
人
以
上
の
独
立
し
た
鑑
定
人
は
、
合
併
計
画
を
検
査
し
、
全
株
主
に
供
す
べ
き
単
一
の
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
二
二
条
（
40
）
一
項
）。
持
株
会
社
方
式
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
当
事
会
社
の
う
ち
の
一
社
ま
た
は
将
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
属
す
る
加
盟
国
の
裁
判
所
ま
た
は
行
政
庁
に
よ
り
選
任
も
し
く
は
承
認
さ
れ
た
一
ま
た
は
複
数
の
独
立
の
鑑
定
人
は
、78/855/C
E
E
指
令
（
第
三
指
令
）
を
適
用
す
る
た
め
に
採
択
さ
れ
た
国
家
法
規
に
し
た
が
っ
て
、
当
事
会
社
間
の
合
意
に
よ
り
、
全
当
事
会
社
の
株
主
の
た
め
に
、（
共
同
の
）
書
面
に
よ
る
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
三
二
条
四
項
二
文
）。
?
）
一
四
二
二
六
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
こ
の
よ
う
に
、
合
併
方
式
の
場
合
に
は
、
裁
判
所
ま
た
は
行
政
庁
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
鑑
定
人
の
み
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
一
般
的
に
承
認
さ
れ
た
専
門
家
か
ら
、
当
事
会
社
が
そ
の
独
自
の
判
断
に
お
い
て
、
鑑
定
人
を
指
名
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
（
41
）
な
い
。
他
方
、
持
株
会
社
方
式
の
場
合
に
は
、
右
に
加
え
て
、
一
般
的
に
承
認
さ
れ
た
専
門
家
か
ら
、
当
事
会
社
が
独
自
に
鑑
定
人
を
指
名
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
合
併
方
式
は
持
株
会
社
方
式
よ
り
も
、
共
同
の
鑑
定
人
制
度
に
関
し
、
よ
り
厳
格
な
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
前
述
の
第
三
指
令
一
〇
条
一
項
一
文
な
ら
び
に
Ｓ
Ｅ
規
則
三
二
条
四
項
一
文
二
文
の
文
言
よ
り
、
鑑
定
人
の
資
格
は
、
①
裁
判
所
ま
た
は
行
政
庁
に
よ
り
個
別
的
に
選
任
さ
れ
た
専
門
家
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
②
裁
判
所
ま
た
は
行
政
庁
に
よ
り
一
般
的
に
承
認
を
受
け
た
専
門
家
の
な
か
か
ら
当
事
会
社
が
そ
の
独
自
の
判
断
に
お
い
て
指
名
し
た
者
で
あ
る
こ
と
が
分
（
42
）
か
る
。
さ
ら
に
、
合
併
方
式
に
お
い
て
個
別
の
鑑
定
人
制
度
を
利
用
す
る
場
合
、
お
よ
び
持
株
会
社
方
式
に
お
い
て
個
別
ま
た
は
共
同
の
鑑
定
人
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、
一
般
的
に
承
認
さ
れ
た
専
門
家
か
ら
、
当
事
会
社
が
そ
の
独
自
の
判
断
に
お
い
て
、
鑑
定
人
を
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
場
合
に
は
、
鑑
定
人
を
株
主
総
会
に
お
い
て
指
名
す
る
必
要
は
な
く
、
管
理
機
関
ま
た
は
指
揮
機
関
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
さ
（
43
）
れ
る
。
㈣
鑑
定
人
の
職
務
内
容
｜
?
報
告
書
の
記
載
事
項
こ
の
鑑
定
人
は
、
い
か
な
る
職
務
を
行
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
鑑
定
人
が
作
成
す
る
報
告
書
の
記
載
内
容
よ
り
、
鑑
定
人
の
職
務
内
容
は
、
明
ら
か
と
（
44
）
な
る
。
ま
ず
、
合
併
方
式
に
お
け
る
記
載
内
容
は
、
第
三
指
令
一
〇
条
二
項
が
定
（
45
）
め
る
。
?
）
一
五
二
二
七
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
「
鑑
定
人
は
、
報
告
書
に
お
い
て
、
常
に
、
株
式
の
交
換
比
率
が
自
己
の
意
見
と
し
て
公
正
か
つ
妥
当
で
あ
る
か
否
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
の
表
明
は
、
少
な
く
と
も
次
の
事
項
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⒜
株
式
交
換
比
率
に
関
す
る
計
画
の
決
定
に
あ
た
り
採
用
さ
れ
た
一
ま
た
は
数
個
の
方
法
、
⒝
当
該
一
ま
た
は
数
個
の
方
法
の
具
体
的
妥
当
性
、
右
の
各
方
法
の
使
用
に
よ
り
得
ら
れ
た
価
額
、
な
ら
び
に
当
該
採
択
価
額
の
決
定
に
際
し
て
右
の
方
法
を
使
用
す
る
に
至
っ
た
重
要
な
関
係
事
実
に
関
す
る
意
見
。
加
え
て
、
当
該
報
告
書
は
、
評
価
に
つ
き
特
別
な
困
難
が
あ
る
と
き
に
は
そ
の
旨
を
も
記
載
す
る
」。
次
に
、
持
株
会
社
方
式
に
お
け
る
記
載
内
容
は
、
Ｓ
Ｅ
規
則
三
二
条
五
項
が
定
（
46
）
め
る
。
「
報
告
書
に
は
、
①
評
価
に
つ
き
特
別
の
困
難
が
あ
る
と
き
は
そ
の
旨
、
②
予
定
さ
れ
る
株
式
交
換
比
率
が
公
正
か
つ
妥
当
で
あ
る
こ
と
、
③
予
定
さ
れ
る
株
式
交
換
比
率
の
決
定
に
あ
た
り
採
用
さ
れ
た
方
法
、
④
当
該
方
法
が
こ
の
場
合
に
お
い
て
適
切
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
情
報
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。（
①
｜
④
の
番
号
は
引
用
者
が
挿
入
）
こ
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｅ
規
則
三
二
条
五
項
の
規
定
は
、
先
行
す
る
第
三
指
令
一
〇
条
二
項
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
鑑
定
報
告
書
に
は
、
合
併
方
式
お
よ
び
持
株
会
社
方
式
と
も
に
、
割
当
比
率
の
算
定
方
法
お
よ
び
当
該
方
法
を
採
用
す
る
妥
当
性
に
加
え
て
、「
割
当
比
率
が
公
正
か
つ
妥
当
で
あ
る
こ
と
」
が
記
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
鑑
定
人
の
職
務
内
容
の
う
ち
最
も
重
要
な
点
は
、
割
当
比
率
の
公
正
性
に
つ
い
て
鑑
定
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
合
併
方
式
お
よ
び
持
株
会
社
方
式
に
お
い
て
は
、
鑑
定
人
制
度
に
よ
っ
て
、
割
当
比
率
の
公
正
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
い
え
（
47
）
よ
う
。
?
）
一
六
二
二
八
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
㈤小
括
以
上
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
は
、
割
当
比
率
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
に
、
合
併
方
式
お
よ
び
持
株
会
社
方
式
に
お
い
て
、
鑑
定
人
制
度
を
設
け
て
い
る
。
鑑
定
人
制
度
に
は
、
当
事
会
社
が
個
別
に
鑑
定
人
を
選
択
す
る
場
合
と
、
共
同
で
鑑
定
人
を
選
択
す
る
場
合
と
が
あ
る
。
ま
た
、
鑑
定
人
の
資
格
は
、
①
裁
判
所
ま
た
は
行
政
庁
に
よ
り
個
別
的
に
選
任
さ
れ
た
専
門
家
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
②
裁
判
所
ま
た
は
行
政
庁
に
よ
り
一
般
的
に
承
認
を
受
け
た
専
門
家
の
な
か
か
ら
当
事
会
社
が
そ
の
独
自
の
判
断
に
お
い
て
指
名
し
た
者
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
②
の
場
合
に
は
、
裁
判
所
や
行
政
庁
に
よ
る
選
任
を
必
要
と
し
な
い
点
で
、
①
の
場
合
よ
り
も
利
用
し
や
す
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
鑑
定
人
の
職
務
内
容
は
、
鑑
定
報
告
書
の
記
載
内
容
か
ら
明
ら
か
に
な
り
、
割
当
比
率
の
公
正
を
鑑
定
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
を
も
と
に
、
次
章
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
の
法
制
と
比
較
検
討
す
る
。
注
（
28
）
以
下
、
本
章
の
記
述
は
、
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
合
併
方
式
七
三
頁
｜
八
二
頁
お
よ
び
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
持
株
会
社
方
式
六
九
頁
｜
七
二
頁
に
大
幅
な
加
筆
・
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
（
29
）
合
併
に
つ
き
、
龍
田
節
『
会
社
法
（
第
六
版
）』（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
）
三
六
四
頁
。
（
30
）
合
併
に
つ
き
、
龍
田
・
前
掲
注
（
29
）
三
七
〇
頁
。
具
体
的
に
は
、
合
併
に
つ
い
て
い
え
ば
、
合
併
比
率
の
い
か
ん
は
、
株
価
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
、
存
続
会
社
の
株
主
に
と
っ
て
は
自
己
の
持
株
比
率
の
低
下
の
度
合
い
を
意
味
し
、
消
滅
会
社
の
株
主
に
と
っ
て
は
存
続
会
社
ま
た
は
新
設
会
社
の
株
式
を
何
株
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
に
な
る
（
菊
池
洋
一
「
平
成
九
年
改
正
商
法
の
解
説
｜
?
会
社
の
合
併
手
続
に
関
す
る
改
正
｜
?」
菊
池
洋
一
ほ
か
著
『
平
成
九
年
商
法
改
正
に
伴
う
会
社
の
合
併
法
制
の
解
説
』
別
冊
商
事
法
務
二
〇
二
号（
一
九
九
八
年
）一
二
頁
）。
（
31
）
設
立
計
画
の
記
載
事
項
に
関
し
、
合
併
方
式
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
⒜
当
事
会
社
な
ら
び
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
と
な
る
会
社
の
社
名
お
よ
び
定
款
上
の
住
所
、
⒝
割
当
比
率
お
よ
び
必
要
が
あ
る
と
き
は
合
併
交
付
金
の
額
、
⒞
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
株
式
の
割
当
方
法
、
⒟
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
株
式
に
対
し
て
利
益
配
当
請
求
権
を
以
後
付
与
す
べ
き
期
日
な
ら
び
に
当
該
権
利
に
関
す
る
す
べ
?
）
一
七
二
二
九
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
て
の
特
別
の
定
め
、
⒠
合
併
す
る
会
社
の
行
為
が
、
計
算
上
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
た
め
に
な
さ
れ
る
も
の
と
以
後
み
な
さ
れ
る
期
日
、
⒡
特
別
な
権
利
を
有
す
る
株
主
お
よ
び
株
式
以
外
の
証
券
保
有
者
に
対
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
与
え
る
権
利
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
権
利
に
対
し
て
予
定
さ
れ
た
措
置
、
⒢
合
併
行
為
を
検
査
す
る
鑑
定
人
お
よ
び
当
事
会
社
の
管
理
・
指
揮
・
監
督
（surveillance
）
ま
た
は
監
査
（contro?le
）
機
関
の
構
成
員
に
対
し
て
付
与
さ
れ
る
特
別
利
益
、
⒣
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
定
款
、
⒤
労
働
者
参
加
指
令
に
適
合
し
て
定
め
ら
れ
た
労
働
者
参
加
に
関
す
る
方
法
に
従
う
手
続
に
つ
い
て
の
情
報
で
あ
る
（
二
〇
条
一
項
。
な
お
、
同
二
項
）（
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
合
併
方
式
七
一
頁
参
照
）。
ま
た
、
持
株
会
社
方
式
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
①
当
事
会
社
な
ら
び
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
と
な
る
会
社
の
社
名
お
よ
び
定
款
上
の
住
所
、
②
割
当
比
率
お
よ
び
交
付
金
が
必
要
な
と
き
は
そ
の
額
、
③
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
株
式
の
割
当
の
方
法
、
④
特
別
な
権
利
を
有
す
る
株
主
お
よ
び
株
式
以
外
の
証
券
の
所
持
人
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
が
与
え
る
権
利
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
予
定
さ
れ
た
措
置
、
⑤
設
立
行
為
を
検
査
す
る
鑑
定
人
お
よ
び
当
事
会
社
の
管
理
・
指
揮
・
監
督
（surveillance
）・
監
査
（contro?le
）
機
関
の
構
成
員
に
対
し
て
付
与
さ
れ
る
特
別
利
益
、
⑥
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
の
定
款
、
⑦2001/86/C
E
指
令
（
労
働
者
参
加
指
令
）
に
適
合
し
て
定
め
ら
れ
た
労
働
者
参
加
に
関
す
る
方
法
に
従
う
手
続
に
つ
い
て
の
情
報
で
あ
る
。
加
え
て
、
⑧
当
事
会
社
の
株
主
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
に
出
資
す
る
こ
と
に
な
る
各
当
事
会
社
の
株
式
の
最
低
割
合
を
定
め
る
（
三
二
条
二
項
）（
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
持
株
会
社
方
式
六
七
｜
六
八
頁
を
参
照
）。
な
お
、
組
織
変
更
方
式
（
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
組
織
変
更
方
式
五
三
頁
）
お
よ
び
共
同
子
会
社
方
式
（
前
掲
注
（
１
）
参
照
）
に
お
い
て
は
、
記
載
事
項
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
（
32
）
な
お
、
共
同
子
会
社
方
式
に
お
い
て
は
、
鑑
定
人
制
度
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
（
33
）
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
鑑
定
人
に
関
し
、
持
株
会
社
方
式
に
つ
い
て
は
設
立
検
査
役（com
m
issaire a?
la constitution
）（
同
二
二
九
｜
五
条
三
項
四
項
）
が
、
組
織
変
更
方
式
に
つ
い
て
は
組
織
変
更
検
査
役
（com
m
issaire a?
la transform
ation
）（
同
二
二
五
｜
二
四
五
｜
一
条
三
項
）
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
（
合
併
方
式
に
つ
い
て
は
、
条
文
に
記
載
が
な
い
が
、
合
併
検
査
役
（com
m
issaire a?
la fusion
）
が
担
当
す
る
よ
う
で
あ
る
（M
ercadal,Janin,C
harve?riat et C
ouret,2006,supra.note n°10,n°31259
））。
（
34
）
森
本
・
前
掲
書
・
注
（
５
）
三
六
〇
頁
。
フ
ラ
ン
ス
法
の
状
況
に
つ
き
、
詳
し
く
は
、
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
合
併
方
式
七
九
頁
｜
八
〇
頁
注
七
五
参
照
。
（
35
）
株
式
会
社
の
合
併
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
会
社
法
第
三
指
令
の
条
文
訳
に
つ
い
て
は
、
山
口
幸
五
郎＝
清
原
泰
司
「
Ｅ
Ｃ
会
社
法
に
関
す
る
第
三
指
令
」
『
Ｅ
Ｃ
会
社
法
』
山
口
幸
五
郎
編
著
（
同
文
舘
、
一
九
八
四
年
）
一
一
七
頁
以
下
を
参
照
。
?
）
一
八
二
三
〇
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
（
36
）
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
第
三
指
令
を
国
内
法
化
し
、
フ
ラ
ン
ス
法
同
様
の
鑑
定
人
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る（
組
織
変
更
法
九
条
｜
一
二
条
）。
詳
し
く
は
、
中
村
建
「
ド
イ
ツ
組
織
変
更
法
に
お
け
る
合
併
比
率
の
検
査
」
亜
細
亜
法
学
三
二
巻
一
号
（
一
九
九
七
年
）
一
頁
以
下
、
同
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
合
併
決
議
の
実
質
的
審
査
⑴
」
亜
細
亜
法
学
三
六
巻
二
号
（
二
〇
〇
二
年
）
四
七
｜
四
八
頁
、
江
頭
憲
治
郎
『
結
合
企
業
法
の
立
法
と
解
釈
』
（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）
二
七
七
｜
二
七
八
頁
、L
e droit des affaires dans les pays de la C
E
E
,
A
llem
agne,
1995,
C
ollection
 
Jupiter
参
照
。
（
37
）
合
併
方
式
に
つ
き
、C
osta and B
ilreiro,supra.note n°10,pp.28
?29,W
erlauff,supra.note n°10,pp.47
?48,M
ercadal,Janin,
C
harve?riat et C
ouret,supra.note n°10,n°31295,C
olom
bani et F
avero,supra.note n°10,pp.77
?78
参
照
。
持
株
会
社
方
式
に
つ
き
、C
osta and B
ilreiro,supra.note n°10,pp.35
?36,W
erlauff,supra.note n°10,p.60,M
ercadal,Janin,C
harve?riat et C
ouret,
supra.note n°10,n°31274,C
olom
bani et F
avero,supra.note n°10,n°293
参
照
。
（
38
）
本
文
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｅ
規
則
で
は
な
く
、
第
三
指
令
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
合
併
方
式
に
よ
る
設
立
の
場
合
に
は
、
Ｓ
Ｅ
規
則
は
、
共
同
の
鑑
定
人
に
よ
る
報
告
書
に
つ
い
て
し
か
規
定
し
て
い
な
い
（
二
二
条
）。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
学
説
に
よ
り
解
釈
に
相
違
が
あ
る
（
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
合
併
方
式
八
〇
｜
八
一
頁
注
79
、
お
よ
び
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
持
株
会
社
方
式
七
一
頁
注
39
参
照
）。
す
な
わ
ち
、
第
一
説
は
、
第
三
指
令
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
共
同
の
鑑
定
人
に
よ
る
報
告
書
だ
け
で
は
な
く
、
個
別
の
鑑
定
人
に
よ
る
報
告
書
に
つ
い
て
も
、
合
併
方
式
に
よ
る
設
立
に
適
用
が
あ
る
と
解
す
る
立
場
で
あ
る（C
osta and B
ilreiro,supra.note n°10,p.28
）。
か
か
る
立
場
は
、
Ｓ
Ｅ
規
則
一
八
条
の
原
則
を
背
景
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｓ
Ｅ
規
則
一
八
条
は
、
同
規
則
は
、
合
併
方
式
に
よ
る
設
立
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
を
必
ず
し
も
規
定
し
て
お
ら
ず
、
規
定
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｃ
会
社
法
第
三
指
令
を
国
内
法
化
し
た
各
加
盟
国
の
法
制
に
対
し
て
委
任
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
合
併
方
式
五
一
頁
）。
本
稿
お
よ
び
別
稿
（
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
合
併
方
式
七
四
頁
お
よ
び
八
〇
｜
八
一
頁
注
79
）
に
お
い
て
は
、
こ
の
学
説
に
拠
っ
た
。
他
方
、
第
二
説
は
、
右
と
は
異
な
り
、
第
三
指
令
を
参
照
す
る
こ
と
な
く
、
Ｓ
Ｅ
規
則
の
記
載
通
り
に
、
共
同
の
鑑
定
人
に
よ
る
報
告
書
の
み
が
同
方
式
に
よ
る
設
立
に
適
用
が
あ
る
と
解
す
る
立
場
で
あ
る
（C
olom
bani et F
avero,supra.note n°10,pp.77
?78,W
erlauff,supra.note n°10,pp.47
?48
）。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
（
二
二
九
｜
五
条
三
項
四
項
）
は
、
第
二
説
を
採
用
し
て
い
る
（M
ercadal,Janin,C
harve?riat et C
ouret,2006,supra.note n°10,n°31274
）。
（
39
）
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
二
二
九
｜
五
条
三
項
参
照
。
ま
た
、
ベ
ル
ギ
ー
法
に
お
い
て
は
、
ベ
ル
ギ
ー
会
社
法
八
八
七
条
参
照
（N
icaise,supra.note n°10,p.91
）。
?
）
一
九
二
三
一
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
（
40
）
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
株
式
会
社
間
の
合
併
に
つ
き
、
同
様
の
対
応
を
し
て
い
る
（
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
二
三
六
｜
一
〇
条
、
一
九
六
七
年
三
月
二
三
日
第
六
七
｜
二
三
六
号
デ
ク
レ
二
五
七
条
）（B
e?lier,C
athiard et Sibille,supra.note n°10,p.11
）。
ま
た
、
ベ
ル
ギ
ー
法
に
つ
い
て
は
、
ベ
ル
ギ
ー
会
社
法
六
九
五
条
お
よ
び
七
〇
八
条
参
照
。
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｅ
規
則
二
二
条
一
項
所
定
の
鑑
定
人
の
選
任
権
を
、
商
事
裁
判
所
所
長
に
付
与
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
ベ
ル
ギ
ー
裁
判
法
六
二
七
条
（
未
見
））（N
icaise,supra.note n°10,p.86
）。
（
41
）
同
旨
、W
erlauff,supra.note n°10,p.48.
（
42
）
同
旨
、
第
三
指
令
に
つ
き
、
森
本
・
前
掲
注
（
５
）
三
二
七
頁
。
（
43
）
株
主
総
会
に
よ
る
鑑
定
人
の
指
名
は
、
鑑
定
人
の
指
名
と
合
併
計
画
の
承
認
の
双
方
に
つ
き
別
個
の
株
主
総
会
を
開
催
す
る
必
要
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
、
実
務
上
、
手
数
が
か
か
り
不
便
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
（W
erlauff,supra.note n°10,p.47
）。
そ
れ
ゆ
え
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
、
管
理
機
関
ま
た
は
指
揮
機
関
に
お
い
て
指
名
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
44
）
第
三
指
令
に
つ
き
、
森
本
・
前
掲
注
（
５
）
三
二
八
頁
。
（
45
）
こ
の
点
も
Ｓ
Ｅ
規
則
は
な
ん
ら
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、
前
注
（
38
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｓ
Ｅ
規
則
一
八
条
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
三
指
令
を
参
照
し
た
（
同
じ
立
場
に
立
つ
見
解
と
し
て
、C
osta and B
ilreiro,supra.note n°10,pp.28
?29
）。
（
46
）
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
持
株
会
社
方
式
に
お
け
る
鑑
定
報
告
書
の
記
載
内
容
は
、
デ
ク
レ
に
委
ね
ら
れ
て
お
り（
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
二
二
九
｜
五
条
三
項
）、
デ
ク
レ
が
公
表
さ
れ
る
ま
で
の
時
点
に
お
い
て
は
、
お
そ
ら
く
Ｓ
Ｅ
規
則
三
二
条
五
項
と
同
一
の
内
容
の
事
項
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
い
た
（M
ercadal,Janin,C
harve?riat et C
ouret,2006,supra.note n°10,n°31274
）。
公
表
さ
れ
た
デ
ク
レ
で
は
、
Ｓ
Ｅ
規
則
三
二
条
五
項
の
記
載
の
ほ
か
に
、
設
立
検
査
役
は
、
そ
の
報
告
書
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
持
株
会
社
の
設
立
に
寄
与
す
る
株
式
ま
た
は
持
分
の
評
価
に
資
す
る
計
算
を
終
結
し
た
（arre?ter les com
ptes
）
日
を
定
め
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
（
デ
ク
レ
二
〇
三
｜
二
〇
条
）。
（
47
）
な
お
、
組
織
変
更
方
式
に
お
け
る
鑑
定
人
の
職
務
内
容
は
、
合
併
方
式
お
よ
び
持
株
方
式
の
そ
れ
と
は
、
若
干
異
な
る
（
以
下
、
詳
し
く
は
、
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
組
織
変
更
方
式
五
五
頁
以
下
参
照
）。
組
織
変
更
方
式
に
お
け
る
鑑
定
人
は
、
Ｅ
Ｃ
会
社
法
第
三
指
令
一
〇
条
を
適
用
す
る
た
め
に
採
択
さ
れ
た
国
家
法
規
に
従
い
、
組
織
変
更
前
の
会
社
が
服
す
る
加
盟
国
の
行
政
庁
ま
た
は
司
法
庁
に
よ
っ
て
選
任
ま
た
は
承
認
さ
れ
る
。
そ
の
職
務
は
、
法
ま
た
は
定
款
が
配
当
す
る
こ
と
を
み
と
め
て
い
な
い
準
備
金
が
付
加
さ
れ
た
会
社
資
本
と
少
な
く
と
も
同
額
の
純
資
産
（actif net
）
を
会
社
が
保
有
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
で
あ
る（
Ｓ
Ｅ
規
則
三
七
条
六
項
）。こ
の
点
に
つ
い
て
、フ
ラ
ン
ス
商
法
典
二
二
五
｜
二
四
五
｜
一
条
三
項
は
、「
裁
判
所
の
決
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
一
人
以
上
の
組
織
変
更
検
査
役
は
、
自
己
の
責
任
の
も
と
で
、
組
織
変
更
会
社
の
株
主
に
対
し
、
?
）
二
〇
二
三
二
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
純
資
産
が
会
社
資
本
と
少
な
く
と
も
同
額
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
報
告
書
を
作
成
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
報
告
書
は
、
純
資
産
は
、
会
社
資
本
と
少
な
く
と
も
同
額
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
」
と
い
う
株
式
会
社
か
ら
そ
の
他
の
種
類
の
会
社
へ
の
組
織
変
更
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
二
二
五
｜
二
四
四
条
一
項
二
文
と
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
記
フ
ラ
ン
ス
商
法
典
二
二
五
｜
二
四
五
｜
一
条
三
項
は
、
右
の
Ｓ
Ｅ
規
則
三
七
条
六
項
の
要
請
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
従
来
の
思
考
を
放
棄
し
て
Ｓ
Ｅ
規
則
に
従
う
こ
と
を
拒
否
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、M
ercadal,Janin,C
harve?riat et C
ouret,2006,supra.note n°10,n°31294
は
、
Ｅ
Ｕ
規
則
は
、
国
内
法
に
優
先
す
る
の
で
、
こ
の
場
合
に
は
、
Ｓ
Ｅ
規
則
三
七
条
六
項
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。
第
三
章
わ
が
国
の
法
制
前
章
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
い
て
は
、
割
当
比
率
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
、
鑑
定
人
制
度
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
わ
が
国
の
組
織
再
編
法
制
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
従
来
か
ら
、
検
査
役
ま
た
は
第
三
者
機
関
に
よ
っ
て
、
対
価
の
公
正
を
確
保
す
る
手
段
を
義
務
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
の
立
法
論
が
法
制
審
議
会
に
お
け
る
議
論
に
お
い
て
も
、
ま
た
学
説
に
お
け
る
議
論
に
お
い
（
48
）
て
も
提
唱
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
合
併
お
よ
び
株
式
交
換
・
株
式
移
転
の
場
合
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
法
制
審
議
会
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
整
理
し
、
わ
が
国
の
組
織
再
編
法
制
に
お
け
る
対
価
の
公
正
確
保
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
、
合
併
に
つ
い
て
（
第
一
節
）、
次
に
、
株
式
交
換
・
株
式
移
転
に
つ
い
て（
第
二
節
）、
対
価
の
公
正
確
保
た
め
の
立
法
論
を
そ
の
立
法
過
程
と
と
も
に
検
討
す
る
。
そ
の
後
、
会
社
法
と
そ
の
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論
を
検
討
し
（
第
三
節
）、
最
後
に
、
会
社
法
に
お
け
る
対
価
の
公
正
確
保
に
関
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
第
四
節
）。
?
）
二
一
二
三
三
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
第
一
節
平
成
九
年
改
正
商
法
に
お
け
る
対
価
の
公
正
（
49
）
確
保
ま
ず
、
合
併
に
お
い
て
、
対
価
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
か
。
以
下
で
は
、
合
併
法
制
に
つ
い
て
重
要
な
改
正
を
行
っ
た
平
成
九
年
改
正
商
法
と
そ
の
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論
を
辿
る
こ
と
に
す
る
。
㈠
「
会
社
法
改
正
に
関
す
る
問
題
点
」
と
意
見
照
会
平
成
九
年
改
正
商
法
に
お
け
る
合
併
法
制
に
関
す
る
改
正
の
変
遷
は
、
昭
和
四
九
年
九
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
会
社
法
制
の
全
面
改
正
作
業
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
作
業
に
お
い
て
、
会
社
法
制
の
全
面
改
正
に
あ
た
っ
て
検
討
す
べ
き
問
題
点
が
拾
い
上
げ
ら
れ
、
そ
の
結
果
が
、
昭
和
五
〇
年
六
月
に
、
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
か
ら
、「
会
社
法
改
正
に
関
す
る
問
（
50
）
題
点
」
と
し
て
公
表
さ
（
51
）
れ
た
。「
会
社
法
改
正
に
関
す
る
問
題
点
」
に
掲
げ
ら
れ
た
七
項
目
の
中
の
一
つ
と
し
て
、「
企
業
結
合
・
合
併
・
分
割
に
つ
い
て
」
の
項
目
が
含
ま
れ
、
そ
こ
で
は
「
会
社
の
合
併
に
つ
い
て
、
改
め
る
べ
き
点
が
あ
る
か
」
と
い
う
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
た
（
第
六
二
）。
も
っ
と
も
、
当
該
項
目
に
お
い
て
は
、
右
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
意
見
は
例
示
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
、
重
要
な
問
題
点
で
あ
る
の
で
各
方
面
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
こ
と
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
（
52
）
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
割
当
比
率
の
公
正
確
保
の
手
段
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
「
会
社
法
改
正
に
関
す
る
問
題
点
」に
つ
い
て
の
意
見
照
会
の
結
果
と
し
て
、
割
当
比
率
の
公
正
に
関
し
て
は
、
会
社
の
設
立
等
に
準
じ
て
検
査
役
に
よ
る
調
査
の
制
度
が
必
要
と
す
る
意
見
が
、
一
橋
大
学
お
よ
び
早
稲
田
大
学
か
ら
挙
げ
ら
（
53
）
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
、
合
併
に
関
す
る
規
定
の
整
備
お
よ
び
手
続
の
簡
素
化
を
求
め
る
も
の
が
主
な
意
見
で
（
54
）
あ
り
、
専
門
家
に
よ
る
検
査
に
は
、
焦
点
が
ほ
と
ん
ど
当
た
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
?
）
二
二
二
三
四
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
㈡
「
大
小
（
公
開
・
非
公
開
）
会
社
区
分
立
法
及
び
合
併
に
関
す
る
問
題
点
」
と
意
見
照
会
そ
の
後
、
法
制
審
議
会
商
法
部
会
は
、
前
記
「
会
社
法
改
正
に
関
す
る
問
題
点
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
問
題
点
の
う
ち
、
ま
ず
、
株
式
制
度
、
株
主
総
会
制
度
、
取
締
役
お
よ
び
取
締
役
会
制
度
な
ら
び
に
株
式
会
社
の
計
算
・
公
開
の
問
題
に
つ
い
て
順
次
検
討
を
進
め
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
、
昭
和
五
六
年
の
商
法
改
正
が
実
現
（
55
）
し
た
。
次
に
、
法
制
審
議
会
商
法
部
会
は
、
昭
和
五
七
年
か
ら
、
大
小
（
公
開
・
非
公
開
）
会
社
区
分
立
法
お
よ
び
合
併
に
関
し
て
審
議
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
昭
和
五
九
年
五
月
九
日
、「
大
小
（
公
開
・
非
公
開
）
会
社
区
分
立
法
及
び
合
併
に
関
す
る
問
題
点
」（
法
務
省
民
事
局
参
事
（
56
）
官
室
）
を
公
表
し
た
。「
大
小
（
公
開
・
非
公
開
）
会
社
区
分
立
法
及
び
合
併
に
関
す
る
問
題
点
」
一
〇
８
は
、
公
正
な
割
当
比
率
を
確
保
す
る
た
め
、「
合
併
当
事
会
社
は
合
併
比
率
に
つ
き
専
門
家
の
検
査
を
受
け
、
そ
の
報
告
書
を
合
併
契
約
書
に
添
付
し
て
公
示
す
る
と
の
意
見
が
あ
る
が
、
ど
う
か
（
Ｅ
Ｃ
第
三
デ
ィ
レ
ク
テ
ィ
ブ
一
〇
条
、
ド
イ
ツ
株
式
法
三
四
〇
条
ｂ
、
フ
ラ
ン
ス
会
社
法
三
七
七
条
）」
と
の
提
言
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
注
と
し
て
「
専
門
家
（
企
業
価
値
の
評
価
の
専
門
家
）
を
限
定
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
更
に
検
討
す
る
」
と
述
べ
た
。
右
の
よ
う
に
、「
大
小
（
公
開
・
非
公
開
）
会
社
区
分
立
法
及
び
合
併
に
関
す
る
問
題
点
」
は
、
そ
の
検
討
の
参
考
と
す
る
た
め
、
外
国
の
立
法
例
を
豊
富
に
引
用
し
て
（
57
）
お
り
、
専
門
家
の
検
査
に
関
す
る
法
制
審
議
会
に
よ
る
提
案
と
し
て
は
、
画
期
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、「
大
小
（
公
開
・
非
公
開
）
会
社
区
分
立
法
及
び
合
併
に
関
す
る
問
題
点
」
の
関
係
各
界
に
対
す
る
意
見
照
会
の
結
果
、
専
門
家
に
よ
る
報
告
書
の
開
示
制
度
に
つ
い
て
は
、
経
済
界
か
ら
の
反
対
が
強
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
①
合
併
比
率
は
、
単
に
財
産
状
況
等
の
事
情
に
よ
っ
て
定
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
経
営
上
の
総
合
的
判
断
に
よ
る
も
の
で
、
経
営
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
べ
く
、
専
門
家
の
検
査
に
は
親
し
ま
な
い
こ
と
、
②
反
対
株
主
に
は
株
式
買
取
請
求
権
を
与
え
る
こ
と
で
そ
の
保
護
を
は
か
っ
て
い
る
こ
と
、
③
適
当
な
専
門
家
が
い
な
い
こ
と
、
④
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
負
担
に
な
る
こ
と
、
⑤
専
門
家
の
検
査
に
時
間
が
か
か
り
合
併
の
時
機
を
失
す
?
）
二
三
二
三
五
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
⑥
評
価
が
難
し
い
こ
と
、
⑦
不
服
の
あ
る
株
主
が
裁
判
所
に
鑑
定
人
の
選
任
を
請
求
す
れ
ば
よ
い
こ
と
等
が
挙
げ
ら
（
58
）
れ
た
。
㈢
「
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
」
と
意
見
照
会
さ
ら
に
、
前
記
「
大
小
（
公
開
・
非
公
開
）
会
社
区
分
立
法
及
び
合
併
に
関
す
る
問
題
点
」
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
参
酌
し
な
が
ら
、
法
制
審
議
会
商
法
部
会
で
は
審
議
が
重
ね
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
昭
和
六
一
年
五
月
一
五
日
に
「
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
」
（
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
）
が
公
表
さ
（
59
）
れ
た
。
前
記
「
大
小
（
公
開
・
非
公
開
）
会
社
区
分
立
法
及
び
合
併
に
関
す
る
問
題
点
」
一
〇
８
が
提
案
し
て
い
た
専
門
家
に
よ
る
検
査
は
、
「
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
」
に
お
い
て
は
採
用
さ
れ
ず
、「
合
併
契
約
書
に
は
、
各
当
事
会
社
の
取
締
役
に
よ
る
合
併
比
率
に
関
す
る
説
明
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
に
と
ど
め
ら
れ
た
（
同
改
正
試
案
七
７
）。
立
案
担
当
者
の
解
説
に
よ
る
と
、
専
門
家
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
実
務
界
を
中
心
に
反
対
が
非
常
に
強
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
株
主
に
対
し
合
併
比
率
の
適
正
に
つ
い
て
判
断
資
料
を
提
供
す
る
方
策
と
し
て
、
合
併
比
率
に
つ
い
て
の
説
明
書
が
提
案
さ
れ
た
と
い
わ
（
60
）
れ
る
。
「
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
」
に
対
し
て
も
ま
た
、
意
見
照
会
が
な
さ
（
61
）
れ
た
。
そ
の
結
果
は
、
同
改
正
試
案
七
７
の
合
併
比
率
に
関
す
る
説
明
書
に
つ
い
て
、
法
曹
界
・
大
学
関
係
の
意
見
は
一
致
し
て
（
62
）
賛
成
で
あ
る
が
、
経
済
界
に
お
い
て
は
（
63
）
反
対
が
強
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
反
対
の
理
由
と
し
て
は
、
①
合
併
比
率
の
決
定
は
複
雑
な
要
素
の
絡
み
合
っ
た
高
度
な
経
営
的
判
断
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
説
明
は
困
難
で
あ
る
こ
と
、
②
合
併
貸
借
対
照
表
の
開
示
で
足
り
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
専
門
家
の
検
査
よ
り
は
大
幅
に
負
担
の
軽
い
、
合
併
比
率
に
関
す
る
説
明
書
で
あ
っ
て
も
、
当
初
は
、
実
務
界
か
ら
相
当
の
反
対
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 ?
）
二
四
二
三
六
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
㈣
「
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
案
」
か
ら
平
成
九
年
改
正
商
法
ま
で
前
記
「
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
」
に
も
と
づ
く
平
成
二
年
改
正
商
法
に
お
い
て
は
、
合
併
の
問
題
に
関
し
て
議
論
が
煮
詰
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
結
局
、
改
正
の
対
象
に
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
三
年
四
月
か
ら
、
法
制
審
議
会
商
法
部
会
は
、
従
来
の
作
業
の
継
続
と
し
て
、
合
併
法
制
の
見
直
し
に
関
す
る
審
議
を
開
始
し
た
が
、
急
遽
、
社
債
法
制
・
監
査
制
度
等
の
改
正
を
図
っ
た
平
成
五
年
改
正
商
法
が
成
立
し
、
さ
ら
に
自
己
株
式
の
取
得
制
限
を
緩
和
し
た
平
成
六
年
改
正
商
法
が
成
立
し
た
た
め
、
合
併
に
関
す
る
審
議
は
一
時
中
断
（
64
）
し
た
。
平
成
六
年
改
正
商
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
法
制
審
議
会
商
法
部
会
は
、
平
成
七
年
三
月
、
合
併
法
制
の
見
直
し
に
関
す
る
審
議
を
再
開
す
る
旨
の
決
定
を
し
た
。
こ
の
決
定
を
受
け
て
、
そ
の
後
、
会
社
法
小
委
員
会
お
よ
び
会
社
法
準
備
会
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
審
議
の
蓄
積
を
踏
ま
え
、
精
力
的
に
審
議
を
進
め
、
平
成
九
年
一
月
二
二
日
の
商
法
部
会
に
お
い
て
、「
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
（
65
）
綱
案
」を
取
り
ま
と
（
66
）
め
た
。
同
要
綱
案
は
、
合
併
契
約
書
等
の
備
置
き
に
つ
き
、「
消
滅
会
社
の
株
主
に
対
す
る
株
式
の
割
当
て
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
」
を
挙
げ
て
い
る
（
同
要
綱
案
第
一
三
１
㈡
）。
こ
れ
は
、
前
記
「
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
」
七
７
の
合
併
比
率
に
関
す
る
説
明
書
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
案
」
は
、
平
成
九
年
二
月
一
四
日
に
開
催
さ
れ
た
法
制
審
議
会
の
議
に
付
さ
れ
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
「
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
」
が
決
定
さ
れ
た
。
法
務
省
民
事
局
は
法
律
案
を
策
定
し
、
平
成
九
年
三
月
七
日
、「
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」等
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
五
月
二
〇
日
は
、
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
可
決
し
、
同
三
〇
日
に
は
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
し
、
成
立
（
67
）
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
九
年
改
正
商
法
は
、
右
の
合
併
比
率
説
明
書
の
閲
覧
・
備
置
の
制
度
を
創
設
し
た
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
四
〇
八
条
ノ
二
第
一
項
二
号
）。
?
）
二
五
二
三
七
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
㈤小
括
以
上
の
よ
う
に
、
平
成
九
年
改
正
商
法
は
、「
会
社
法
改
正
に
関
す
る
問
題
点
」ま
で
遡
る
と
、
相
当
の
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
合
併
に
お
け
る
割
当
比
率
の
公
正
確
保
と
い
う
点
に
焦
点
を
絞
れ
ば
、「
大
小
（
公
開
・
非
公
開
）
会
社
区
分
立
法
及
び
合
併
に
関
す
る
問
題
点
」
の
段
階
で
検
討
さ
れ
て
い
た
専
門
家
に
よ
る
検
査
が
、「
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
」
の
段
階
か
ら
、
実
務
界
か
ら
の
反
対
を
受
け
て
割
当
比
率
の
説
明
書
に
留
め
ら
れ
、
そ
れ
が
法
律
案
要
綱
案
・
要
綱
・
法
律
案
・
平
成
九
年
改
正
商
法
と
推
移
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
注
（
48
）
学
説
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
後
掲
注
（
99
）
参
照
。
（
49
）
平
成
九
年
改
正
商
法
の
立
法
過
程
に
つ
い
て
は
、
前
稿
（
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
合
併
方
式
一
〇
〇
頁
以
下
）
に
お
い
て
検
討
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
き
わ
め
て
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
前
稿
の
記
述
に
大
幅
な
加
筆
・
修
正
を
行
っ
た
。
（
50
）
「
会
社
法
改
正
に
関
す
る
問
題
点
」
商
事
法
務
七
〇
四
号
（
一
九
七
五
年
）
六
頁
以
下
。
（
51
）
前
田
庸
「
平
成
九
年
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
（
案
）
に
つ
い
て
（
上
）」
商
事
法
務
一
四
四
八
号
（
一
九
九
七
年
）
二
頁
。
（
52
）
清
水
湛
「
会
社
法
改
正
に
関
す
る
意
見
照
会
に
つ
い
て
」
商
事
法
務
七
〇
四
号
（
一
九
七
五
年
）
五
頁
。
（
53
）
稲
葉
威
雄
「
会
社
法
改
正
に
関
す
る
各
界
の
意
見
」
商
事
法
務
七
二
五
号
（
一
九
七
六
年
）
二
六
頁
。
（
54
）
稲
葉
・
前
掲
注
（
53
）
一
九
七
六
年
二
六
頁
。
（
55
）
菊
池
・
前
掲
注
（
30
）
三
頁
。
（
56
）
「
大
小
（
公
開
・
非
公
開
）
会
社
区
分
立
法
及
び
合
併
に
関
す
る
問
題
点
」
は
、
た
と
え
ば
、
稲
葉
威
雄
『
大
小
会
社
区
分
立
法
に
関
す
る
諸
問
題
｜
?
次
期
商
法
改
正
の
課
題
｜
?』
別
冊
商
事
法
務
七
三
号
（
一
九
八
四
年
）
一
九
七
頁
以
下
に
資
料
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
57
）
稲
葉
・
前
掲
注
（
56
）
一
九
八
四
年
一
五
六
頁
｜
一
五
七
頁
参
照
。
（
58
）
稲
葉
威
雄
「『
大
小
会
社
区
分
立
法
等
の
問
題
点
』
に
関
す
る
各
界
意
見
の
分
析
」
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
編
『
大
小
会
社
区
分
立
法
等
の
問
題
?
）
二
六
二
三
八
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
点
』
別
冊
商
事
法
務
七
七
号
（
一
九
八
五
年
）
九
八
頁
。
（
59
）
「
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
」
は
、
稲
葉
威
雄＝
大
谷
禎
男
『
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
の
解
説
』
別
冊
商
事
法
務
八
九
号
（
一
九
八
六
年
）
一
二
五
頁
以
下
に
資
料
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
60
）
稲
葉
威
雄＝
大
谷
禎
男
「
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
の
解
説
」
前
掲
注
（
59
）
一
〇
六
頁
。
（
61
）
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
編
『
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
各
界
意
見
の
分
析
』
別
冊
商
事
法
務
八
九
号
（
一
九
八
七
年
）
一
頁
以
下
。
（
62
）
賛
成
は
、
日
弁
連
、
広
修
大
、
八
幡
大
、
九
大
、
日
大
、
亜
大
、
専
修
大
、
早
大
、
中
大
、
慶
大
、
東
京
医
薬
品
、
証
券
業
、
取
引
所
、
専
税
、
日
法
協
等
で
あ
っ
た
。
（
63
）
反
対
は
、
神
戸
商
、
関
経
連
、
大
阪
工
業
、
化
学
、
兵
庫
工
業
、
板
硝
子
、
中
経
連
、
民
鉄
、
自
動
車
、
鉄
鋼
、
造
船
、
経
団
連
、
産
業
経
理
、
全
株
懇
、
大
阪
株
懇
等
で
あ
っ
た
。
（
64
）
菊
池
・
前
掲
注
（
30
）
三
｜
四
頁
。
（
65
）
商
事
法
務
一
四
七
七
号
（
一
九
九
七
年
）
六
頁
以
下
。
（
66
）
菊
池
・
前
掲
注
（
30
）
四
頁
。
（
67
）
菊
池
・
前
掲
注
（
30
）
四
｜
五
頁
。
第
二
節
平
成
一
一
年
改
正
商
法
に
お
け
る
対
価
の
公
正
（
68
）
確
保
次
に
、
株
式
交
換
・
株
式
移
転
の
場
合
は
、
対
価
の
公
正
確
保
に
つ
き
、
ど
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
が
国
に
株
式
交
換
・
株
式
移
転
を
導
入
し
た
平
成
一
一
年
改
正
商
法
と
そ
の
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論
（
一
）、
お
よ
び
通
商
産
業
省
（
現
・
経
済
産
業
省
）
開
催
の
商
法
研
究
会
に
お
け
る
議
論
（
二
）
を
検
討
す
る
。
?
）
二
七
二
三
九
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
㈠平
成
一
一
年
改
正
商
法
と
そ
の
立
法
過
程
イ
「
親
子
会
社
法
制
等
に
関
す
る
問
題
点
」
と
意
見
照
会
法
制
審
議
会
商
法
部
会
は
、
平
成
九
年
一
二
月
か
ら
、
完
全
親
子
会
社
関
係
の
創
設
の
た
め
の
手
続
お
よ
び
こ
れ
に
伴
う
親
会
社
の
株
主
等
の
保
護
の
問
題
な
ら
び
に
資
産
の
評
価
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
、
平
成
一
〇
年
七
月
八
日
に
「
親
子
会
社
法
制
等
に
関
す
る
問
題
点
」
を
公
表
（
69
）
し
た
。
「
親
子
会
社
法
制
等
に
関
す
る
問
題
点
」
は
、
交
換
比
率
の
公
正
確
保
に
つ
い
て
、「
交
換
比
率
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
の
手
続
を
要
す
る
こ
と
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
る
が
、
ど
う
か
」
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
（
注
）
に
お
い
て
「
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
イ
交
換
比
率
に
つ
き
専
門
家
の
検
査
を
要
す
る
こ
と
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
と
ロ
交
換
比
率
の
説
明
書
を
開
示
す
る
こ
と
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
と
が
あ
り
、
な
お
検
討
す
る
」
と
し
て
い
た
（
同
第
一
編
第
一
章
２
⑶
参
照
）。
次
に
、「
親
子
会
社
法
制
等
に
関
す
る
問
題
点
」に
対
す
る
関
係
各
界
へ
の
意
見
照
会
の
結
果
を
み
る
。
株
式
交
換
手
続
を
創
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
賛
成
意
見
を
述
べ
た
団
体
は
、
い
ず
れ
も
が
同
問
題
点
第
一
編
第
一
章
２
⑶
に
つ
い
て
も
ま
た
賛
成
意
見
を
述
べ
て
（
70
）
い
る
。
ま
た
、（
注
）
の
交
換
比
率
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
意
見
を
提
出
し
た
団
体
の
大
多
数
は
、
合
併
と
同
様
、
交
換
比
率
の
理
由
書
の
開
示
で
足
り
る
と
す
る
意
見
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
少
数
意
見
で
は
あ
る
が
、
専
門
家
に
よ
る
検
査
を
要
す
る
こ
と
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
（
71
）
あ
り
、
ま
た
交
換
比
率
の
理
由
書
の
作
成
お
よ
び
専
門
家
に
よ
る
検
査
を
要
す
る
こ
と
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
（
72
）
っ
た
。
ロ
「
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
案
」
と
平
成
一
一
年
改
正
商
法
⒜
前
記
「
親
子
会
社
法
制
等
に
関
す
る
問
題
点
」
に
つ
い
て
の
意
見
照
会
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
法
制
審
議
会
商
法
部
会
は
さ
?
）
二
八
二
四
〇
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
ら
に
審
議
を
継
続
し
、
平
成
一
一
年
一
月
二
七
日
、「
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
案
」
を
取
り
ま
と
（
73
）
め
た
。
同
要
綱
案
は
、
交
換
比
率
の
理
由
書
で
足
り
る
と
す
る
意
見
照
会
の
多
数
意
見
を
反
映
し
た
も
の
と
な
り
、
専
門
家
に
よ
る
検
査
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
株
式
交
換
比
率
理
由
書
の
作
成
お
よ
び
備
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
に
留
ま
っ
た
（
同
第
一
の
一
の
１
の
㈢
の
⑴
の
ロ
お
よ
び
第
一
の
一
の
２
の
㈢
の
⑴
の
ロ
）。
こ
の
「
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
案
」
の
内
容
が
、
同
一
一
年
三
月
一
〇
日
の
「
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
に
引
き
継
が
れ
、
同
法
律
案
は
同
年
八
月
九
日
に
参
議
院
で
可
決
さ
れ
、
成
立
し
た
。
⒝
そ
の
結
果
、
平
成
一
一
年
改
正
商
法
は
、
株
式
交
換
・
株
式
移
転
に
つ
き
、
割
当
比
率
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
手
続
を
定
め
た
。
ま
ず
、
株
式
交
換
に
つ
い
て
は
、
各
当
事
会
社
が
、
株
式
交
換
契
約
書
な
ど
と
と
も
に
株
式
交
換
比
率
理
由
書
を
本
店
に
備
え
置
い
て
、
株
主
の
閲
覧
・
謄
写
に
供
す
べ
き
こ
と
を
定
め
た
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
三
五
四
条
一
項
二
号
）。
次
に
、
株
式
移
転
に
つ
い
て
も
、
完
全
子
会
社
と
な
る
会
社
は
、
株
式
移
転
計
画
書
な
ど
と
と
も
に
株
式
移
転
比
率
理
由
書
を
本
店
に
備
え
置
い
て
、
株
主
の
閲
覧
・
謄
写
に
供
す
べ
き
こ
と
を
定
め
た
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
三
六
六
条
一
項
二
号
）。
ハ
小
括
以
上
の
こ
と
か
ら
、
株
式
交
換
比
率
の
専
門
家
に
よ
る
検
査
に
つ
い
て
は
、「
親
子
会
社
法
制
等
に
関
す
る
問
題
点
」に
お
い
て
は
選
択
肢
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、「
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
案
」お
よ
び
平
成
一
一
年
改
正
商
法
に
お
い
て
は
否
定
さ
れ
、
合
併
の
場
合
と
同
様
に
、
株
式
交
換
比
率
理
由
書
の
作
成
お
よ
び
備
置
の
義
務
づ
け
に
留
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
?
）
二
九
二
四
一
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
㈡公
正
確
保
の
た
め
の
三
つ
の
方
式
イ
「
親
子
会
社
法
制
等
に
関
す
る
問
題
点
」が
公
表
さ
れ
る
以
前
に
、
通
商
産
業
省
に
お
い
て
は
、
財
団
法
人
日
本
総
合
研
究
所
に
研
究
を
委
託
し
、
学
界
お
よ
び
産
業
界
の
有
識
者
か
ら
な
る
「
商
法
研
究
会
」（
座
長
・
柴
田
和
史
法
政
大
学
教
授
）
を
開
催
し
て
（
74
）
い
た
。
同
研
究
会
で
は
、
持
株
会
社
を
め
ぐ
る
商
法
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
特
に
持
株
会
社
の
設
立
方
法
に
関
す
る
論
点
を
中
心
に
検
討
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
と
し
て
報
告
書
「
持
株
会
社
を
め
ぐ
る
商
法
上
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
報
告
」（
以
下
、「
研
究
報
告
」
と
い
う
）（
平
成
一
〇
年
二
月
）
が
取
り
ま
と
め
ら
（
75
）
れ
た
。
本
「
研
究
報
告
」
は
、
対
価
の
公
正
確
保
の
手
段
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
叙
述
を
進
（
76
）
め
る
。
と
く
に
、
従
来
の
議
論
は
、
以
下
に
述
べ
る
第
三
者
方
式
と
検
査
役
方
式
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
展
開
さ
れ
た
傾
向
に
あ
り
、
本
研
究
報
告
は
そ
の
点
に
お
い
て
明
確
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ロ
「
研
究
報
告
」に
よ
る
と
、
株
式
交
換
に
よ
っ
て
被
交
換
会
社
の
株
主
を
害
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
合
併
に
お
け
る
合
併
比
率
と
同
様
に
、
公
正
な
株
式
交
換
比
率
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
株
式
交
換
比
率
の
公
正
性
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
論
点
と
な
る
と
し
て
（
77
）
い
る
。
こ
れ
に
は
、
次
の
三
つ
の
方
式
が
検
討
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
方
式
は
、
合
併
と
同
様
に
、
契
約
を
締
結
す
る
当
事
会
社
の
代
表
取
締
役
の
作
成
に
よ
る
株
式
交
換
比
率
理
由
書
を
開
示
す
れ
ば
足
り
、
第
三
者
に
よ
る
作
成
も
し
く
は
調
査
は
必
要
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
以
下
、「
理
由
書
方
式
」
と
い
う
）。
第
二
の
方
式
は
、
合
併
に
つ
い
て
も
同
様
の
議
論
が
あ
る
と
お
り
、
株
式
交
換
比
率
の
公
正
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
企
業
の
価
値
や
株
式
の
評
価
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
第
三
者
が
関
与
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
第
三
者
（
当
事
会
社
以
外
の
者
で
あ
れ
ば
足
り
、
裁
判
所
に
よ
る
選
任
ま
で
は
要
し
な
い
）
に
よ
る
株
式
交
換
比
率
に
関
す
る
調
査
を
受
け
、
そ
の
報
告
書
を
株
式
交
換
契
約
書
お
よ
び
事
前
開
示
書
類
に
添
付
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
以
下
、「
第
三
者
方
式
」
と
い
う
）。
第
三
の
方
式
は
、
株
式
交
換
を
さ
ら
に
分
析
す
れ
ば
、
交
換
会
社
に
よ
る
被
交
換
会
社
株
主
に
対
す
る
第
三
者
割
当
増
資
お
よ
び
こ
れ
?
）
三
〇
二
四
二
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
に
対
す
る
被
交
換
会
社
株
主
に
よ
る
被
交
換
会
社
株
式
を
目
的
物
と
す
る
現
物
出
資
と
同
様
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
の
選
任
す
る
検
査
役
に
よ
る
調
査
を
義
務
づ
け
る
べ
き
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
以
下
、「
検
査
役
方
式
」
と
い
う
）。
た
だ
し
、
例
外
と
し
て
被
交
換
会
社
が
公
開
会
社
で
あ
る
場
合
に
は
取
引
所
の
相
場
あ
る
有
価
証
券
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
八
〇
条
ノ
八
第
二
項
の
準
用
す
る
同
一
七
三
条
二
項
後
段
（
会
三
三
条
一
〇
項
二
号
）
に
お
け
る
考
え
方
と
同
様
に
、
検
査
役
調
査
ま
で
は
要
し
な
い
と
す
る
。
商
法
研
究
会
に
お
い
て
は
、
合
併
に
お
い
て
も
第
三
者
の
関
与
が
な
く
と
も
特
段
の
支
障
は
生
じ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
任
意
に
第
三
者
に
作
成
等
を
依
頼
す
る
こ
と
は
格
別
、
規
定
に
よ
り
義
務
づ
け
る
必
要
は
な
い
と
の
意
見
が
多
数
で
あ
（
78
）
っ
た
。
一
層
の
株
主
保
護
に
資
す
る
た
め
、
第
三
者
方
式
な
い
し
検
査
役
方
式
を
支
持
す
る
意
見
も
有
力
で
あ
っ
た
が
、
検
査
役
方
式
に
つ
い
て
は
、
実
務
上
の
負
担
か
ら
こ
れ
に
反
対
す
る
意
見
も
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ハ
な
お
、
商
法
研
究
会
は
、
検
討
結
果
を
も
と
に
、「
株
式
交
換
制
度
立
法
モ
デ
ル
案
」を
作
成
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
株
式
交
換
比
率
の
調
査
に
関
す
る
立
法
モ
デ
ル
案
第
六
条
を
紹
介
し
て
（
79
）
お
く
。
「
第
六
条
（
株
式
交
換
比
率
の
調
査
）
（
本
案
）?
規
定
を
設
け
な
い
。?
（
別
案
）
（
甲
案
）
第
三
条
第
一
項
第
二
号
（
株
式
交
換
比
率
理
由
書
｜
?
引
用
者
挿
入
）
及
び
前
条
第
四
号
（
株
式
交
換
契
約
書
に
お
け
る
株
式
交
換
比
率
の
記
載
｜
?
引
用
者
挿
入
）
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
各
会
社
は
合
同
し
て
第
三
者
に
よ
る
調
査
を
受
け
、
そ
の
報
告
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
乙
案
）
取
締
役
は
、
第
三
条
第
一
項
第
二
号
及
び
前
条
第
四
号
に
定
め
る
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
、
検
査
役
の
選
任
を
裁
判
所
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
交
換
会
社
の
株
式
が
取
引
所
の
相
場
あ
る
株
式
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。」
?
）
三
一
二
四
三
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
右
は
、
本
案
が
理
由
書
方
式
、
別
案
甲
案
が
第
三
者
方
式
、
別
案
乙
案
が
検
査
役
方
式
に
対
応
し
て
い
る
。
㈡
こ
こ
で
、「
研
究
報
告
」に
お
け
る
三
つ
の
方
式
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
鑑
定
人
制
度
と
を
比
較
し
、
そ
の
異
同
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
鑑
定
人
の
資
格
は
、
裁
判
所
ま
た
は
行
政
庁
に
よ
り
①
個
別
的
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
は
②
一
般
的
に
承
認
を
受
け
た
専
門
家
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
①
の
裁
判
所
ま
た
は
行
政
庁
に
よ
り
個
別
的
に
選
任
さ
れ
る
鑑
定
人
と
は
、「
研
究
報
告
」
に
お
け
る
検
査
役
方
式
に
相
当
す
る
（
た
だ
し
、
わ
が
国
で
は
、
行
政
庁
が
選
任
す
る
制
度
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
、
裁
判
所
選
任
の
検
査
役
の
み
を
念
頭
に
置
く
）。
②
の
裁
判
所
ま
た
は
行
政
庁
に
よ
り
に
一
般
的
に
承
認
を
受
け
た
専
門
家
で
あ
る
鑑
定
人
と
は
、「
研
究
報
告
」
に
お
け
る
第
三
者
方
式
に
相
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
鑑
定
人
制
度
と
は
、「
研
究
報
告
」に
お
け
る
検
査
役
方
式
と
第
三
者
方
式
を
併
せ
も
つ
制
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
注
（
68
）
本
節
の
記
述
は
、
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
持
株
会
社
方
式
七
七
頁
｜
九
三
頁
に
も
と
づ
く
。
（
69
）
商
事
法
務
一
四
七
九
号
（
一
九
九
八
年
）
一
八
頁
以
下
。
（
70
）
原
田
晃
治
ほ
か
「『
親
子
会
社
法
制
等
に
関
す
る
問
題
点
』
に
関
す
る
各
界
意
見
の
分
析
」
原
田
晃
治
ほ
か
『
親
子
会
社
法
制
等
に
関
す
る
各
界
意
見
の
分
析
』
別
冊
商
事
法
務
二
一
一
号
（
一
九
九
八
年
）
二
一
頁
。
（
71
）
慶
応
義
塾
大
学
ほ
か
三
大
学
の
意
見
。
（
72
）
専
修
大
学
ほ
か
三
大
学
お
よ
び
日
本
税
理
士
会
連
合
会
の
意
見
。
そ
の
他
、「
交
換
比
率
の
理
由
書
を
開
示
し
、
株
主
か
ら
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
専
門
家
に
よ
る
検
査
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
見
（
大
阪
府
立
大
学
）、「
本
来
、
専
門
家
に
よ
る
調
査
が
望
ま
し
い
が
、
現
状
で
は
、
?
）
三
二
二
四
四
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
適
切
な
人
材
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
将
来
的
に
専
門
家
の
育
成
を
ま
っ
て
こ
れ
を
要
求
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
見
（
早
稲
田
大
学
）、「
理
由
書
等
の
開
示
を
基
本
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
開
示
す
る
情
報
に
つ
い
て
な
ん
ら
か
の
形
で
専
門
家
の
チ
ェ
ッ
ク
を
必
要
と
す
べ
き
で
あ
る
。
公
認
会
計
士
等
に
従
来
の
検
査
役
の
調
査
よ
り
は
簡
易
に
、
か
つ
実
質
化
し
た
調
査
を
行
わ
せ
、
そ
の
意
見
書
を
資
料
の
一
部
と
し
て
開
示
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
」
と
の
意
見
（
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
）
な
ど
も
あ
っ
た
（
原
田
ほ
か
・
前
掲
注
（
70
）
二
一
頁
）。
（
73
）
商
事
法
務
一
五
一
六
号
（
一
九
九
九
年
）
四
頁
以
下
。
（
74
）
こ
れ
よ
り
以
前
に
も
、
通
商
産
業
省
は
、
合
併
・
分
割
制
度
の
見
直
し
の
た
め
に
「
商
法
研
究
会
」
を
開
催
し
て
い
る
。
研
究
会
で
の
検
討
の
結
果
が
、「
商
法
合
併
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
研
究
報
告
」
お
よ
び
「
企
業
分
割
を
巡
る
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
報
告
」
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
（
両
者
を
合
本
し
た
も
の
と
し
て
、
通
商
産
業
省
産
業
政
策
局
産
業
組
織
課
編
『
会
社
合
併
・
分
割
の
現
状
と
課
題
』
別
冊
商
事
法
務
一
八
七
号
（
一
九
九
六
年
））。
（
75
）
通
商
産
業
省
産
業
政
策
局
産
業
組
織
課
編『
持
株
会
社
を
め
ぐ
る
商
法
上
の
諸
問
題
｜
?
株
式
交
換
制
度
の
創
設
に
向
け
て
｜
?』別
冊
商
事
法
務
二
〇
六
号
（
一
九
九
八
年
）
一
頁
以
下
。
（
76
）
な
お
、
こ
の
「
研
究
報
告
」
の
段
階
で
は
、
株
式
交
換
制
度
の
み
が
想
定
さ
れ
、
株
式
移
転
制
度
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
株
式
交
換
に
つ
い
て
の
み
に
言
及
す
る
が
、
株
式
移
転
に
つ
い
て
も
、
株
式
交
換
の
場
合
と
同
様
の
こ
と
が
あ
て
は
ま
る
。
（
77
）
通
商
産
業
省
産
業
政
策
局
産
業
組
織
課
編
・
前
掲
注
（
75
）
五
四
｜
五
五
頁
。
（
78
）
通
商
産
業
省
産
業
政
策
局
産
業
組
織
課
編
・
前
掲
注
（
75
）
五
四
頁
。
（
79
）
通
商
産
業
省
産
業
政
策
局
産
業
組
織
課
編
・
前
掲
注
（
75
）
六
〇
頁
。
第
三
節
会
社
法
と
そ
の
立
法
過
程
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
、
平
成
九
年
改
正
商
法
お
よ
び
平
成
一
一
年
改
正
商
法
の
立
法
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
会
社
法
?
）
三
三
二
四
五
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
の
立
法
過
程
に
お
い
て
も
、
対
価
の
柔
軟
化
に
関
連
し
て
、
対
価
に
つ
き
専
門
家
の
検
査
を
義
務
づ
け
る
こ
と
が
再
び
議
論
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
対
価
の
公
正
確
保
の
側
面
に
注
目
し
な
が
ら
、
会
社
法
の
立
法
過
程
を
検
討
す
る
。
な
お
、
会
社
法
は
、
各
種
の
組
織
再
編
行
為
に
つ
い
て
横
断
的
な
規
制
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
本
節
お
よ
び
次
節
に
お
い
て
は
、
合
併
と
株
式
交
換
・
株
式
移
転
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。
㈠
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案
と
意
見
照
会
平
成
一
五
年
一
〇
月
二
二
日
、
法
制
審
議
会
会
社
法
（
現
代
化
関
係
）
部
会
は
、「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案
」
を
公
表
（
80
）
し
た
。
同
要
綱
試
案
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
吸
収
合
併
、
吸
収
分
割
及
び
株
式
交
換
の
場
合
に
お
い
て
、
消
滅
会
社
等
の
株
主
等
に
対
し
て
、
存
続
会
社
等
の
株
式
を
交
付
せ
ず
、
金
銭
そ
の
他
の
財
産
を
交
付
す
る
こ
と
（
い
わ
ゆ
る
「
合
併
対
価
の
柔
（
81
）
軟
化
」）
を
認
め
る
も
の
と
す
る
?注
１
）「
消
滅
会
社
等
の
株
主
等
に
対
し
て
交
付
す
る
合
併
対
価
等
の
価
額
及
び
そ
の
内
容
を
相
当
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
面
」
を
開
示
す
べ
き
資
料
に
加
え
る
も
の
と
す
る
。
?注
２
）
略
?注
３
）
各
種
の
組
織
再
編
行
為
に
つ
き
、
対
価
の
適
正
性
調
査
の
た
め
の
制
度
を
設
け
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
す
る
」。
（
同
第
四
部
株
式
会
社
・
有
限
会
社
関
係
第
七
組
織
再
編
関
係
１
対
価
柔
軟
化
）
要
綱
試
案
の
補
足
説
明
に
よ
れ
ば
、
前
記
（
注
１
）
に
つ
い
て
は
、
対
価
を
柔
軟
化
す
る
こ
と
に
伴
い
、
対
価
の
価
値
お
よ
び
内
容
の
相
当
性
を
担
保
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
説
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
対
価
の
価
値
お
よ
び
内
容
に
つ
?
）
三
四
二
四
六
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
い
て
の
適
正
性
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
判
断
は
組
織
再
編
行
為
の
当
事
会
社
の
取
締
役
や
株
主
が
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
そ
の
判
断
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
対
価
の
種
類
に
区
別
な
く
開
示
書
類
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
（
82
）
れ
る
。
ま
た
、（
注
３
）
に
関
し
、
同
補
足
説
明
は
、
法
制
審
議
会
会
社
法
（
現
代
化
関
係
）
部
会
に
お
い
て
は
、
対
価
の
価
値
お
よ
び
内
容
の
適
正
性
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
調
査
制
度
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
た
と
述
べ
る
。
し
か
し
こ
の
提
言
に
対
し
て
は
、
要
綱
試
案
を
作
成
す
る
段
階
に
お
い
て
、
同
部
会
で
は
次
の
よ
う
な
反
対
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
現
行
法
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
）
の
下
で
も
、
実
務
上
は
対
価
の
適
正
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
当
事
会
社
自
身
が
第
三
者
評
価
等
を
活
用
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
適
切
に
開
示
し
て
株
主
等
の
判
断
を
あ
お
げ
ば
足
り
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
組
織
再
編
行
為
の
対
価
自
体
が
相
手
方
の
会
社
お
よ
び
そ
の
株
主
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
他
の
取
引
と
区
別
し
て
特
別
の
調
査
制
度
（
例
え
ば
、
現
物
出
資
に
関
す
る
検
査
役
の
調
査
制
度
に
類
似
し
た
調
査
制
度
）
を
設
け
る
合
理
性
は
な
い
こ
と
、
③
か
り
に
、
調
査
制
度
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
当
該
調
査
に
よ
り
対
価
の
見
直
し
が
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
当
事
会
社
同
士
が
合
意
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
組
織
再
編
行
為
を
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、
費
用
の
か
か
る
営
業
譲
渡
等
そ
の
他
の
行
為
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
ず
、
結
果
と
し
て
株
主
の
利
益
が
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
で
（
83
）
あ
る
。
そ
の
後
の
「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案
」
に
対
す
る
各
界
（
84
）
意
見
は
、
同
第
四
部
第
七
１
（
注
３
）
に
関
し
、
組
織
再
編
の
柔
軟
性
を
害
す
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
こ
の
よ
う
な
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
反
対
す
る
も
の
が
多
数
を
占
（
85
）
め
た
。
ま
た
、
検
査
役
の
調
査
の
よ
う
な
制
度
で
あ
れ
ば
不
要
で
あ
る
が
、
第
三
者
評
価
を
介
在
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
望
ま
し
い
と
す
る
も
の
も
あ
（
86
）
っ
た
。?
）
三
五
二
四
七
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
㈡会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
案
お
よ
び
要
綱
前
記
「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案
」
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
、
法
制
審
議
会
会
社
法
（
現
代
化
関
係
）
部
会
に
お
い
て
審
議
が
重
ね
ら
れ
た
結
果
、
平
成
一
六
年
一
二
月
八
日
、「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
（
87
）
綱
案
」
が
取
り
ま
と
め
ら
（
88
）
れ
た
。
「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
案
」
は
、
対
価
の
公
正
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
（
89
）
い
る
。
「
吸
収
合
併
、
吸
収
分
割
又
は
株
式
交
換
の
場
合
に
お
い
て
、
消
滅
会
社
の
株
主
、
分
割
会
社
若
し
く
は
そ
の
株
主
又
は
完
全
子
会
社
と
な
る
会
社
の
株
主（
以
下
「
消
滅
会
社
の
株
主
等
」
と
い
う
。）
に
対
し
て
、
存
続
会
社
、
承
継
会
社
又
は
完
全
親
会
社
と
な
る
会
社
の
株
式
を
交
付
せ
ず
、
金
銭
そ
の
他
の
財
産
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
」
?注
）消
滅
会
社
の
株
主
等
に
対
し
て
交
付
す
る
対
価
の
割
当
て
に
つ
い
て
の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
等
の
ほ
か
、
対
価
の
内
容
を
相
当
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
開
示
す
べ
き
資
料
と
す
る
も
の
と
す
る
」（
第
二
部
株
式
会
社
関
係
第
七
組
織
再
編
行
為
関
係
１
対
価
柔
軟
化
）。
平
成
一
七
年
二
月
九
日
、
法
制
審
議
会
第
一
四
四
回
会
議
に
お
い
て
は
、
右
の
要
綱
案
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
き
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
」（
法
制
審
議
会
総
会
決
定
）
と
し
て
法
務
大
臣
に
答
申
さ
（
90
）
れ
た
。
右
の
よ
う
に
、「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案
」
で
検
討
さ
れ
た
「
対
価
の
適
正
性
調
査
の
た
め
の
制
度
」
は
、
結
局
、
各
界
意
見
に
お
け
る
多
数
意
見
と
同
様
に
、「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
案
」
お
よ
び
「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
」
に
お
い
て
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、「
対
価
の
内
容
を
相
当
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
面
」が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
?
）
三
六
二
四
八
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
㈢会
社
法
案
の
国
会
に
お
け
る
審
議
前
記
「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
」
に
も
と
づ
き
、「
会
社
法
案
」
お
よ
び
「
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案
」
は
、
平
成
一
七
年
三
月
二
二
日
に
国
会
に
提
案
さ
れ
た
（
閣
法
第
八
一
号
及
び
第
八
二
号
）。
こ
れ
ら
は
、
法
務
省
の
事
務
当
局
に
お
い
て
作
成
作
業
が
進
め
ら
れ
た
も
の
で
（
91
）
あ
る
。
国
会
に
提
出
さ
れ
た
「
会
社
法
案
」
お
よ
び
「
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案
」
は
、
衆
議
院
に
お
け
る
審
議
を
経
て
、
同
五
月
一
七
日
に
衆
議
院
本
会
議
に
上
程
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
て
参
議
院
に
送
ら
れ
た
。
参
議
院
に
お
い
て
も
、
両
法
案
に
つ
い
て
さ
ら
に
審
議
が
重
ね
ら
れ
、
六
月
二
九
日
の
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
成
立
（
92
）
し
た
。
㈣
会
社
法
に
お
け
る
対
価
の
公
正
確
保
会
社
法
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
対
価
の
柔
軟
化
が
認
め
ら
れ
た
が
、
他
方
で
ど
の
よ
う
に
し
て
対
価
の
公
正
を
確
保
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
の
か
。
本
稿
で
は
、
と
く
に
事
前
開
示
に
つ
い
て
検
討
（
93
）
す
る
。
事
前
開
示
の
手
続
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
吸
収
合
併
お
よ
び
株
式
交
換
の
場
合
に
は
、
吸
収
合
併
契
約
等
備
置
開
始
日
か
ら
吸
収
合
併
お
よ
び
株
式
交
換
の
効
力
発
生
日
後
六
ヵ
月
を
経
過
す
る
日
（
消
滅
会
社
で
は
効
力
発
生
日
）
ま
で
、
新
設
合
併
お
よ
び
株
式
移
転
の
場
合
に
は
、
新
設
合
併
契
約
等
備
置
開
始
か
ら
設
立
会
社
の
成
立
日
後
六
ヵ
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
、
各
当
事
会
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
吸
収
合
併
契
約
、
株
式
交
換
契
約
、
新
設
合
併
契
約
ま
た
は
株
式
移
転
計
画
の
内
容
そ
の
他
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
・
記
録
し
た
書
面
ま
た
は
電
磁
的
記
録
を
本
店
に
備
え
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
会
七
八
二
条
一
項
、
七
九
四
条
一
項
、
八
〇
三
条
一
項
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
株
主
・
債
権
者
は
、
営
業
時
間
内
は
い
つ
で
も
、
こ
れ
ら
の
書
面
等
の
閲
覧
・
謄
写
等
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
七
八
二
条
三
項
、
七
九
四
条
三
項
、
八
〇
三
条
三
項
）。
?
）
三
七
二
四
九
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
吸
収
合
併
契
約
等
の
必
要
的
記
載
事
項
は
、
①
当
事
会
社
の
商
号
お
よ
び
住
所
、
②
交
付
さ
れ
る
株
式
・
社
債
・
新
株
予
約
権
・
新
株
予
約
権
付
社
債
・
金
銭
そ
の
他
の
財
産
（
こ
れ
ら
の
も
の
を
「
金
銭
等
」
と
い
う
（
会
一
五
一
条
））
の
種
類
・
内
容
・
数
・
金
額
等
に
関
す
る
事
項
、
③
交
付
す
る
金
銭
等
の
割
当
に
関
す
る
事
項
、
④
消
滅
会
社
等
が
新
株
予
約
権
を
発
行
し
て
い
る
場
合
に
は
、
新
株
予
約
権
者
に
交
付
す
る
存
続
会
社
等
の
新
株
予
約
権
の
数
・
内
容
・
金
銭
の
額
等
に
関
す
る
事
項
、
⑤
④
で
規
定
し
た
新
株
予
約
権
ま
た
は
金
銭
の
割
当
に
関
す
る
事
項
、
⑥
組
織
再
編
の
効
力
発
生
日
で
あ
る
（
会
七
四
九
条
一
項
、
七
六
八
条
一
項
、
七
七
三
条
一
項
）。
さ
ら
に
、
前
記
の
法
務
省
令
で
定
め
る
事
項
と
は
、
対
価
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項
の
ほ
か
、
一
定
の
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
施
行
規
則
一
八
二
条
、
一
八
四
条
、
一
九
一
条
、
一
九
三
条
、
二
〇
四
条
、
二
〇
（
94
）
六
条
）。
こ
こ
で
は
、
と
り
わ
け
、
法
務
省
令
で
定
め
ら
れ
た
「
対
価
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項
」
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。
こ
の
規
定
は
、「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案
」
お
よ
び
「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
」
に
お
け
る
提
案
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
対
価
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項
と
は
、
そ
の
文
言
の
み
か
ら
は
い
か
な
る
事
項
に
つ
い
て
ど
の
程
度
具
体
的
に
記
載
す
べ
き
か
明
確
で
は
な
（
95
）
い
が
、
立
案
担
当
者
の
解
説
に
よ
る
と
、
組
織
再
編
行
為
に
関
す
る
契
約
等
に
お
け
る
対
価
に
つ
い
て
の
定
め
自
体
の
相
当
性
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
①
対
価
の
割
当
て
に
つ
い
て
の
理
由
の
ほ
か
、
②
対
価
の
内
容
に
つ
い
て
株
式
・
金
銭
等
と
定
め
た
こ
と
を
相
当
と
す
る
（
96
）
理
由
、
③
存
続
会
社
等
の
資
本
金
お
よ
び
準
備
金
の
額
に
関
す
る
事
項
を
相
当
と
す
る
理
由
を
も
開
示
す
る
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
（
97
）
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
立
案
担
当
者
の
解
説
か
ら
は
、「
対
価
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項
」と
は
、
対
価
自
体
の
相
当
性
を
担
保
す
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
対
価
の
種
類
の
選
択
が
相
当
で
あ
る
こ
と
を
担
保
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
右
の
事
項
の
み
で
は
、
対
価
の
公
正
確
保
の
手
段
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
。
?
）
三
八
二
五
〇
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
注（
80
）
商
事
法
務
一
六
七
八
号
（
二
〇
〇
三
年
）
四
頁
以
下
。
（
81
）
こ
こ
で
、
対
価
の
柔
軟
化
に
つ
い
て
、
若
干
言
及
す
る
（
以
下
、
主
と
し
て
、
田
中
・
前
掲
注
（
12
）
七
七
｜
七
八
頁
参
照
）。
対
価
の
柔
軟
化
と
は
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
吸
収
合
併
、
吸
収
分
割
及
び
株
式
交
換
の
場
合
に
お
い
て
、
消
滅
会
社
等
の
株
主
等
に
対
し
て
、
存
続
会
社
等
の
株
式
を
交
付
せ
ず
、
金
銭
そ
の
他
の
財
産
を
交
付
す
る
こ
と
で
あ
る
。
対
価
の
柔
軟
化
を
肯
定
す
る
論
拠
と
し
て
は
、
柔
軟
化
が
企
業
価
値
を
増
大
さ
せ
る
組
織
再
編
行
為
の
可
能
性
を
広
げ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
反
対
す
る
論
拠
と
し
て
は
、
①
会
社
に
対
す
る
持
分
を
保
持
す
る
（
事
業
機
会
に
参
加
し
続
け
る
）こ
と
は
、
株
主
固
有
の
権
利
で
あ
り
、
多
数
派
が
勝
手
に
奪
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
、
お
よ
び
②
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
に
お
い
て
は
、
反
対
株
主
の
た
め
の
救
済
策
が
十
分
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
、
組
織
再
編
行
為
に
よ
る
企
業
価
値
の
増
加
（
シ
ナ
ジ
ー
等
）
に
対
す
る
公
正
な
分
配
を
受
け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
反
対
の
論
拠
の
う
ち
、
②
の
点
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
は
一
定
の
解
決
を
図
っ
た
が
（
後
述
注
（
93
）
参
照
）、
①
の
点
に
つ
い
て
は
、
重
大
な
問
題
と
し
て
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
（
82
）
商
事
法
務
一
六
七
八
号
一
三
〇
頁
。
（
83
）
商
事
法
務
一
六
七
八
号
一
三
一
頁
。
（
84
）
相
澤
哲
ほ
か
編
『
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案
に
対
す
る
各
界
意
見
の
分
析
』
別
冊
商
事
法
務
二
七
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
六
四
頁
。
（
85
）
反
対
意
見
を
述
べ
た
団
体
と
し
て
は
、
日
弁
連
、
広
島
弁
、
成
蹊
大
、
法
大
、
一
橋
大
、
大
阪
商
、
日
本
経
団
連
、
経
産
省
、
法
友
会
、
司
法
書
士
連
な
ど
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
大
阪
弁
、
阪
大
、
新
潟
大
な
ど
は
、
賛
成
意
見
を
述
べ
た
。
た
と
え
ば
、
大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
の
意
見
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
対
価
を
柔
軟
化
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
正
性
確
保
の
手
段
が
、
利
害
関
係
者
の
利
益
保
護
の
た
め
に
、
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
。
補
足
説
明
で
は
、
現
行
法
の
下
で
も
、
実
務
上
は
対
価
の
適
正
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
当
事
会
社
自
身
が
第
三
者
評
価
等
を
活
用
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
り（
略
）、
そ
う
で
あ
れ
ば
対
価
の
適
正
性
確
保
手
段
の
必
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
制
度
導
入
に
よ
る
実
務
的
混
乱
の
お
そ
れ
も
な
い
で
あ
ろ
う
（
略
）」
と
さ
れ
る
（
相
澤
哲
ほ
か
・
前
掲
注
（
84
）
三
四
七
頁
）。
（
86
）
東
北
大
の
意
見
で
あ
る
。
第
三
者
評
価
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
バ
ン
ク
や
監
査
法
人
等
を
想
定
し
て
い
る
（
相
澤
ほ
か
編
・
前
掲
注
（
84
）
四
〇
二
頁
）
（
87
）
「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
案
」
が
公
表
さ
れ
る
ま
で
に
、
第
一
次
案
・
第
二
次
案
・
第
三
次
案
・
第
四
次
案
が
作
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
（
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
未
公
開
）。
?
）
三
九
二
五
一
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
（
88
）
相
澤
哲
「
会
社
法
制
定
の
経
緯
と
概
要
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
九
五
号
（
二
〇
〇
五
年
）
九
頁
。
（
89
）
商
事
法
務
一
七
一
七
号
（
二
〇
〇
四
年
）
二
七
｜
二
八
頁
。
（
90
）
相
澤
・
前
掲
注
（
88
）
九
頁
。
（
91
）
相
澤
・
前
掲
注
（
88
）
八
頁
。
な
お
、
要
綱
と
会
社
法
と
の
乖
離
に
つ
い
て
、
学
界
か
ら
の
批
判
も
多
い
（
上
村
達
男
「
新
会
社
法
の
性
格
と
法
務
省
令
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
一
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
２
頁
以
下
等
）。
（
92
）
以
上
の
国
会
に
お
け
る
審
議
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
相
澤
・
前
掲
注
（
88
）
一
〇
｜
一
一
頁
参
照
。
（
93
）
会
社
法
は
、
対
価
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
に
、
こ
の
ほ
か
に
、
主
と
し
て
次
の
よ
う
な
手
段
を
用
意
し
て
い
る
。
第
一
に
、
反
対
株
主
に
よ
る
株
式
買
取
請
求
権
の
買
取
価
格
を
、
組
織
再
編
行
為
の
シ
ナ
ジ
ー
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
決
議
な
か
り
せ
ば
そ
の
有
す
べ
か
り
し
公
正
な
る
価
格
」（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
四
〇
八
条
ノ
三
等
）
か
ら
単
に
「
公
正
な
価
格
」（
会
七
八
五
条
一
項
等
）
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
第
二
に
、
会
社
法
で
は
、
略
式
組
織
再
編
行
為
に
お
い
て
、
株
主
総
会
の
決
議
を
要
し
な
い
こ
と
と
な
る
被
支
配
会
社
の
株
主
に
対
し
、
当
該
行
為
が
法
令
ま
た
は
定
款
に
違
反
し
、
ま
た
は
著
し
く
不
当
な
条
件
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
不
利
益
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
行
為
の
差
止
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た（
会
七
八
四
条
二
項
、
七
九
六
条
二
項
）。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
、
組
織
再
編
行
為
一
般
に
つ
い
て
、
事
前
差
止
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
。
学
説
上
は
、
組
織
再
編
行
為
一
般
に
つ
い
て
も
、
株
主
に
よ
る
取
締
役
の
違
法
行
為
差
止
請
求（
会
三
六
〇
条
）
を
認
め
る
見
解
が
あ
る
（
詳
し
く
は
、
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
判
批
二
七
三
頁
参
照
）。
第
三
に
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
と
同
様
に
、
組
織
再
編
無
効
の
訴
え
が
認
め
ら
れ
る（
会
八
二
八
条
）。
そ
の
他
、
学
説
上
、
役
員
等
の
第
三
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
（
会
四
二
九
条
一
項
）
を
認
め
る
見
解
、
株
主
代
表
訴
訟
（
会
八
四
七
条
）
の
提
起
を
肯
定
す
る
見
解
な
ど
も
あ
る
（
詳
し
く
は
、
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
判
批
二
七
三
頁
参
照
）。
（
94
）
具
体
的
に
い
え
ば
、
本
文
で
述
べ
た
①
対
価
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項
の
ほ
か
、
②
新
株
予
約
権
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
定
め
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項
、
③
相
手
当
事
会
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
計
算
書
類
等
（
お
よ
び
最
終
事
業
年
度
の
末
日
後
の
日
を
臨
時
決
算
日
と
す
る
臨
時
計
算
書
類
が
あ
る
場
合
は
臨
時
計
算
書
類
）、
④
当
事
会
社
に
お
い
て
最
終
事
業
年
度
の
末
日
後
に
重
要
な
財
産
の
処
分
・
重
大
な
債
務
の
負
担
そ
の
他
の
会
社
財
産
の
状
況
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
事
象
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
、
⑤
効
力
発
生
日
以
後
に
お
け
る
当
事
会
社
の
債
務
（
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
債
権
者
に
対
し
て
負
担
す
る
債
務
に
限
る
）
の
履
行
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
⑥
吸
収
?
）
四
〇
二
五
二
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
合
併
消
滅
会
社
お
よ
び
株
式
交
換
完
全
子
会
社
に
お
い
て
は
、
イ
存
続
会
社
お
よ
び
株
式
交
換
完
全
親
会
社
の
株
式
ま
た
は
持
分
が
対
価
で
あ
る
場
合
は
、
存
続
会
社
お
よ
び
株
式
交
換
完
全
親
会
社
の
定
款
、
ロ
存
続
会
社
お
よ
び
株
式
交
換
完
全
親
会
社
以
外
の
法
人
等
の
株
式
・
持
分
・
社
債
等
が
対
価
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
法
人
等
に
関
す
る
一
定
の
事
項
（
吸
収
合
併
契
約
に
つ
き
吸
収
合
併
消
滅
会
社
の
総
株
主
の
同
意
を
得
た
場
合
、
お
よ
び
株
式
交
換
契
約
に
つ
き
株
式
交
換
完
全
子
会
社
の
総
株
主
の
同
意
を
得
た
場
合
を
除
く
）
も
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
⑦
吸
収
合
併
契
約
等
備
置
開
始
日
後
、
右
記
の
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
変
更
後
の
当
該
事
項
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
以
上
、
主
と
し
て
、
弥
永
真
生
『
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
会
社
法
』
第
一
〇
版
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
四
一
五
頁
｜
四
一
六
頁
参
照
）。
（
95
）
同
旨
、
早
川
・
前
掲
注
（
６
）
二
八
頁
。
（
96
）
存
続
会
社
等
の
株
式
以
外
（
た
と
え
ば
金
銭
）
が
割
当
て
ら
れ
る
場
合
に
は
、「
不
当
な
少
数
派
の
締
出
し
で
な
い
理
由
」
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
（
浜
田
・
前
掲
注
（
12
）
五
一
頁
、
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
七
七
一
頁
）。
な
お
、
要
綱
案
の
解
説
と
し
て
、
江
頭
教
授
は
、「
消
滅
会
社
の
株
主
等
に
対
し
て
交
付
す
る
対
価
の
割
当
て
に
つ
い
て
の
理
由
」
に
つ
い
て
、「
存
続
会
社
が
合
併
後
も
○
株
式
会
社
の
完
全
子
会
社
で
あ
る
こ
と
を
継
続
す
る
た
め
」
を
そ
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
江
頭
・
前
掲
注
（
12
）
要
綱
案
一
〇
頁
）。
さ
ら
に
、「
金
銭
そ
の
他
の
財
産
を
交
付
す
る
理
由
と
し
て
記
載
さ
れ
る
内
容
に
、
客
観
的
合
理
性
が
あ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
要
求
さ
れ
な
い
。
合
理
性
が
な
い
と
考
え
る
株
主
は
、
反
対
す
れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
理
由
が
虚
偽
で
あ
れ
ば
総
会
決
議
取
消
事
由
に
な
り
う
る
し
、
ま
た
、
た
と
え
ば
少
数
株
主
を
正
当
な
理
由
な
く
締
出
す
目
的
で
多
数
派
に
よ
り
こ
の
手
続
が
用
い
ら
れ
る
場
合
に
も
、総
会
決
議
の
取
消
事
由
に
な
り
え
よ
う
」
と
述
べ
ら
れ
る
（
江
頭
・
前
掲
注
（
12
）
要
綱
案
二
〇
頁
）。
（
97
）
相
澤＝
細
川
・
前
掲
注
（
12
）
法
務
省
令
一
五
頁
。
ま
た
、
吸
収
型
再
編
（
吸
収
合
併
・
吸
収
分
割
・
株
式
交
換
）
に
お
い
て
は
、
消
滅
会
社
等
の
株
主
に
対
し
て
対
価
を
交
付
し
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
無
対
価
の
組
織
再
編
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
無
対
価
で
あ
る
こ
と
を
相
当
と
す
る
理
由
を
開
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
相
澤＝
細
川
・
前
掲
注
（
12
）
法
務
省
令
一
五
頁
）。
た
と
え
ば
、
完
全
親
子
会
社
間
の
合
併
で
あ
っ
て
、
完
全
親
会
社
を
存
続
会
社
と
す
る
場
合
等
が
考
え
ら
れ
る
（
要
綱
試
案
補
足
説
明
第
七
１
参
照
）。
?
）
四
一
二
五
三
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
第
四
節
検
討
以
上
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
法
制
は
、
平
成
九
年
改
正
商
法
に
お
い
て
も（
第
一
節
）、
ま
た
、
平
成
一
一
年
改
正
商
法
に
お
い
て
も（
第
二
節
）、
さ
ら
に
は
、
会
社
法
に
お
い
て
も
（
第
三
節
）、
そ
の
立
法
過
程
に
お
い
て
は
、
対
価
に
つ
き
、
専
門
家
に
よ
る
検
査
を
義
務
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
対
価
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
主
と
し
て
経
済
界
か
ら
の
根
強
い
反
対
に
よ
り
、
立
法
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
会
社
法
は
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
と
比
較
し
て
、
事
前
開
示
に
つ
き
、
新
た
な
事
項
を
要
求
し
た
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
従
来
要
求
し
て
い
た
割
当
に
つ
い
て
の
理
由
に
加
え
て
、「
対
価
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項
」も
、
事
前
開
示
書
類
に
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
割
当
理
由
書
に
つ
い
て
は
、
①
作
成
義
務
者
が
当
事
会
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
り
、
第
三
者
機
関
に
そ
の
作
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
、
②
記
載
事
項
が
法
的
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
の
問
題
点
が
あ
り
、
公
正
確
保
の
手
段
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
（
98
）
っ
た
。
加
え
て
、
会
社
法
施
行
規
則
が
要
請
す
る
「
対
価
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項
」（
施
行
規
則
一
八
二
条
等
）
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
対
価
自
体
が
相
当
で
あ
る
こ
と
ま
で
を
担
保
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
対
価
と
し
て
金
銭
を
選
択
し
た
場
合
で
あ
れ
ば
、
か
か
る
選
択
を
し
た
こ
と
が
相
当
で
あ
る
こ
と
を
担
保
す
る
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項
だ
け
で
は
、
対
価
の
公
正
確
保
の
手
段
と
し
て
不
十
分
で
あ
り
、
株
主
（
と
く
に
少
数
株
主
）
の
保
護
に
欠
け
る
と
い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
、
会
社
法
は
、
対
価
の
柔
軟
化
の
場
合
に
お
い
て
、
か
か
る
株
主
を
排
除
す
る
こ
と
で
、
少
数
株
主
の
利
益
を
害
す
る
恐
れ
?
）
四
二
二
五
四
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
が
強
い
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
存
続
会
社
等
の
株
式
以
外
を
対
価
と
し
て
選
択
す
る
場
合
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
法
制
が
採
用
す
る
専
門
家
に
よ
る
検
査
を
義
務
づ
け
る
べ
き
で
あ
（
99
）
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
専
門
家
に
よ
る
検
査
と
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
に（
第
三
章
第
二
節
㈡
参
照
）、
第
三
者
方
式
と
検
査
役
方
式
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
検
査
役
方
式
に
は
、
実
務
上
の
負
担
と
い
う
観
点
か
ら
躊
躇
を
覚
え
る
。
と
い
う
の
も
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
検
査
役
の
選
任
・
調
査
に
は
相
当
の
時
間
が
か
か
り
、
期
間
も
不
確
定
で
あ
る
な
ど
の
批
判
が
根
強
い
か
ら
で
（
1?
）
あ
る
。
よ
っ
て
、
第
三
者
方
式
に
賛
成
し
た
い
。
第
三
者
方
式
を
採
用
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
上
場
会
社
は
、
す
で
に
割
当
比
率
の
算
定
を
、
当
事
会
社
か
ら
み
て
第
三
者
機
関
（
証
券
会
社
・
証
券
系
経
済
研
究
所
・
監
査
法
人
・
銀
行
・
銀
行
系
経
済
研
究
所
な
ど
）
に
依
頼
す
る
こ
と
が
証
券
取
引
所
よ
り
要
求
さ
れ
て
（
1?
）
お
り
、
ま
た
非
上
場
会
社
で
あ
っ
て
も
、
公
認
会
計
士
な
ど
の
第
三
者
の
意
見
を
参
考
に
決
め
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
（
1?
）
の
で
、
実
務
上
も
さ
ほ
ど
抵
抗
が
な
く
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
導
入
で
き
る
と
思
わ
（
1?
）
れ
る
。
加
え
て
、
会
社
法
の
立
法
過
程
に
お
い
て
は
、「
相
当
性
に
関
す
る
事
項
」を
同
法
四
二
九
条
二
項
の
対
象
と
し
、
虚
偽
記
載
な
ど
が
あ
れ
ば
取
締
役
に
株
主
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
見
送
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
①
同
四
二
九
条
二
項
に
列
挙
さ
れ
た
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
長
い
間
見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
も
し
右
の
事
項
を
そ
こ
に
含
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
均
衡
上
、
他
の
書
類
等
も
含
め
る
形
で
同
規
定
に
大
幅
な
改
正
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
②
悪
質
な
虚
偽
記
載
等
は
同
四
二
九
条
一
項
で
処
理
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
改
正
の
対
象
と
は
さ
れ
ず
、
今
後
の
検
討
課
題
と
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
（
1?
）
あ
る
。
し
か
し
、
専
門
家
に
よ
る
検
査
を
義
務
づ
け
ず
、「
相
当
性
に
関
す
る
事
項
」の
義
務
づ
け
に
留
め
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
、
当
該
事
項
に
虚
偽
記
載
が
あ
っ
た
場
合
の
責
任
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
四
二
九
条
二
項
の
改
正
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
?
）
四
三
二
五
五
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
注（
98
）
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
持
株
会
社
方
式
八
七
頁
。
加
え
て
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
に
お
け
る
合
併
比
率
算
定
理
由
書
に
つ
い
て
、
河
本
一
郎
＝
今
井
宏＝
中
村
直
人＝
菊
地
伸＝
中
西
敏
和＝
堀
内
康
徳
『
合
併
の
理
論
と
実
務
』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
五
年
）
六
五
頁
｜
九
三
頁
お
よ
び
三
一
五
頁
｜
三
三
七
頁
が
詳
し
い
。
と
り
わ
け
、
合
併
比
率
理
由
書
に
ど
こ
ま
で
記
載
す
る
の
か
、
立
証
責
任
、
鑑
定
人
の
問
題
、
算
定
の
基
礎
と
な
っ
た
数
値
、
シ
ナ
ジ
ー
の
評
価
、
鑑
定
評
価
と
の
乖
離
、
説
明
義
務
の
範
囲
、
開
示
不
十
分
と
合
併
決
議
取
消
・
無
効
な
ど
の
論
点
に
つ
い
て
、
実
務
の
資
料
を
も
と
に
詳
細
な
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
参
考
に
な
る
。
ま
た
、
合
併
比
率
算
定
事
例
表（
同
七
一
頁
｜
七
五
頁
）、
合
併
比
率
算
定
理
由
書
記
載
例
（
同
三
一
八
頁
｜
三
一
九
頁
）、
株
価
評
価
方
式
の
実
例
（
同
三
二
〇
頁
）、
各
種
の
算
定
方
式
を
用
い
た
場
合
の
算
定
理
由
書
の
記
載
例
（
同
三
二
〇
頁
、
三
二
一
頁
、
三
二
三
頁
｜
三
二
五
頁
）
な
ど
の
各
種
資
料
が
豊
富
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
案
」
に
お
け
る
事
前
開
示
書
類
に
つ
い
て
も
、
同
五
二
六
頁
｜
五
三
八
頁
参
照
。
（
99
）
⒜
平
成
九
年
改
正
商
法
に
お
け
る
合
併
に
つ
き
、
専
門
家
に
よ
る
検
査
を
義
務
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
旨
の
主
張
を
す
る
も
の
と
し
て
、
中
村
建
『
合
併
の
公
正
と
株
主
保
護
』（
千
倉
書
房
、
一
九
八
七
年
）
二
二
七
頁
二
二
八
頁
、
同
「
合
併
比
率
の
公
正
確
保
」
竹
内
昭
夫
編
『
特
別
講
義
商
法
?
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）
三
〇
五
頁
三
〇
六
頁
三
〇
八
頁
、
竹
内
昭
夫＝
松
下
満
雄
「
企
業
の
合
併
と
分
割
」
竹
内＝
龍
田
節
編
『
現
代
企
業
法
講
座
第
三
巻
』（
東
大
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）
四
三
〇
頁
四
三
一
頁
〔
竹
内
執
筆
〕、
吉
本
健
一
「
合
併
比
率
の
適
正
確
保
」
法
教
二
四
三
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
八
頁
、
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
合
併
方
式
一
〇
二
頁
等
。
学
説
の
な
か
に
は
、
支
配
・
従
属
会
社
間
の
合
併
（
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
子
会
社
の
場
合
を
除
く
）
に
お
い
て
の
み
、
当
該
検
査
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
今
井
宏
「
親
子
会
社
の
合
併
と
少
数
株
主
の
保
護
」
大
隅
健
一
郎
先
生
古
稀
記
念
『
企
業
法
の
研
究
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
七
年
）
二
二
〇
頁
、
江
頭
・
前
掲
注
（
36
）
結
合
企
業
法
二
八
五
頁
等
）。
⒝
平
成
一
一
年
改
正
商
法
に
お
け
る
株
式
交
換
・
株
式
移
転
に
つ
き
、
専
門
家
に
よ
る
検
査
を
義
務
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
旨
の
主
張
を
す
る
も
の
と
し
て
、
笹
川
・
前
掲
注
（
１
）
持
株
会
社
方
式
九
〇
｜
九
一
頁
掲
載
の
文
献
参
照
。
⒞
会
社
法
に
お
い
て
、
専
門
家
に
よ
る
検
査
を
義
務
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
旨
の
主
張
を
す
る
も
の
と
し
て
、
伊
藤
・
前
掲
注
（
12
）
二
〇
二
頁
、
中
東
・
前
掲
注
（
12
）
理
論
と
実
務
二
三
二
頁
、
斉
藤
真
紀
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
少
数
株
主
締
め
出
し
規
制
（
２
・
完
）」
法
学
論
叢
一
五
五
巻
六
号
（
二
〇
〇
四
年
）
六
二
頁
、
藤
田
・
前
掲
注
（
12
）
二
〇
〇
四
年
一
〇
八
頁
、
笠
原
・
前
掲
注
（
12
）
一
二
五
頁
、
片
木
・
前
掲
注
（
12
）
二
五
五
頁
、
早
川
・
前
掲
注
（
12
）
二
八
頁
等
。
斉
藤
論
文
（
六
二
頁
）
は
、「
専
門
家
に
依
頼
す
る
費
用
を
個
別
の
株
主
が
負
担
せ
ず
に
す
み
、
株
式
買
取
請
求
権
の
行
使
が
容
易
に
な
る
。
ま
た
、
株
主
総
会
に
お
い
て
取
締
役
に
質
問
す
る
機
会
が
な
い
た
め
事
前
の
十
分
な
情
報
開
示
が
求
め
ら
れ
る
略
式
組
?
）
四
四
二
五
六
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
織
再
編
に
お
い
て
、
意
義
は
大
き
い
。
他
方
、
対
等
合
併
の
よ
う
に
交
渉
力
の
構
造
的
な
不
均
衡
が
問
題
と
な
ら
な
い
場
合
や
、
十
分
な
情
報
開
示
の
下
で
な
さ
れ
た
公
開
買
付
に
対
し
て
高
い
割
合
の
受
諾
が
あ
っ
た
と
き
に
そ
れ
に
続
い
て
行
わ
れ
る
組
織
再
編
行
為
の
よ
う
に
、
対
価
の
適
正
さ
が
別
の
形
で
保
証
さ
れ
る
場
合
に
は
、
事
前
の
検
査
役
に
よ
る
調
査
を
義
務
づ
け
る
に
は
及
ば
な
い
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
藤
田
論
文
（
一
〇
八
頁
）は
、
専
門
家
に
よ
る
検
査
を
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
対
価
が
柔
軟
化
に
よ
っ
て
公
正
な
対
価
算
定
が
よ
り
難
し
く
な
っ
た
こ
と
へ
の
対
応
と
い
う
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
む
し
ろ
対
価
が
何
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
従
属
会
社
の
吸
収
合
併
の
よ
う
に
多
数
株
主
が
潜
在
的
に
利
益
相
反
的
な
立
場
に
あ
り
合
併
対
価
が
構
造
的
に
不
公
正
に
な
り
や
す
い
場
合
の
事
前
規
制
と
性
格
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。
こ
の
指
摘
は
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
の
時
代
に
お
い
て
も
主
張
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
今
井
・
前
掲
注
（
99
）
二
二
〇
頁
、
江
頭
・
前
掲
注
（
36
）
結
合
企
業
法
二
八
五
頁
）。
（
1?
）
通
商
産
業
省
産
業
政
策
局
産
業
組
織
課
編
・
前
掲
注
（
75
）
一
九
頁
。
も
っ
と
も
、
会
社
側
の
検
査
役
に
よ
る
調
査
に
対
す
る
拒
否
反
応
に
つ
き
懐
疑
的
な
見
解
と
し
て
、
岩
本
安
昭＝
阿
多
博
文
「
会
社
分
割
の
実
務
」
商
事
法
務
一
五
三
四
号
（
一
九
九
九
年
）
四
四
頁
参
照
。
（
1?
）
た
と
え
ば
、
合
併
に
つ
き
、
東
京
証
券
取
引
所
の
「
上
場
有
価
証
券
の
発
行
者
の
会
社
情
報
の
適
時
開
示
等
に
関
す
る
規
則
」
五
条
一
項
お
よ
び
「
上
場
有
価
証
券
の
発
行
者
の
会
社
情
報
の
適
時
開
示
等
に
関
す
る
規
則
の
取
扱
い
」
五
条
三
項
ｅ
号
（
ｅ
）（
ｆ
）
参
照
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
合
併
の
場
合
に
は
、
他
の
上
場
会
社
と
合
併
す
る
場
合
で
あ
れ
、
非
上
場
会
社
と
合
併
す
る
場
合
で
あ
れ
、「
合
併
当
事
会
社
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
企
業
価
値
又
は
株
価
の
評
価
に
係
る
専
門
的
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
も
の
が
、
当
該
合
併
に
係
る
合
併
比
率
に
関
す
る
見
解
を
記
載
し
た
書
面
」
を
作
成
後
直
ち
に
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
東
京
証
券
取
引
所
は
、
平
成
一
八
年
一
二
月
一
三
日
付
で
、
上
場
会
社
代
表
者
へ
の
「
合
併
等
の
組
織
再
編
、
公
開
買
付
け
、
Ｍ
Ｂ
Ｏ
等
の
開
示
の
充
実
に
関
す
る
要
請
」を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
の
一
つ
に
、「
合
併
等
の
際
に
お
け
る
開
示
に
つ
い
て
、
合
併
等
の
比
率
算
定
の
概
要
を
記
載
す
る
な
ど
、
合
併
等
の
比
率
の
相
当
性
等
に
関
す
る
説
明
を
充
実
す
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
青
克
美＝
内
藤
友
則
「
合
併
等
の
組
織
再
編
行
為
、
公
開
買
付
け
、
Ｍ
Ｂ
Ｏ
等
に
関
す
る
適
時
開
示
の
見
直
し
の
概
要
」
商
事
法
務
一
七
八
九
号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
七
頁
以
下
参
照
。
（
1?
）
江
頭
憲
治
郎
ほ
か
「『
親
子
会
社
法
制
等
に
関
す
る
問
題
点
』
を
め
ぐ
っ
て
」
商
事
法
務
一
五
〇
〇
号
（
一
九
九
八
年
）
三
四
頁
〔
中
西
敏
和
発
言
〕。
（
1?
）
な
お
、
こ
の
よ
う
な
主
張
に
対
し
て
は
、
本
文
の
よ
う
な
事
実
上
の
規
制
が
す
で
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
法
定
化
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
は
な
い
か
と
の
批
判
も
考
え
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
逆
で
は
な
か
ろ
う
か
。
法
定
化
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
専
門
家
に
よ
る
検
査
に
法
的
根
拠
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
責
任
者
の
責
任
追
及
も
非
常
に
容
易
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
?
）
四
五
二
五
七
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
（
1?
）
江
頭
・
前
掲
注
（
12
）
要
綱
案
一
〇
｜
一
一
頁
。
第
四
章
お
わ
り
に
本
稿
に
お
い
て
は
、
組
織
再
編
に
お
け
る
対
価
の
公
正
確
保
に
関
し
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
八
日
に
成
立
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
と
比
較
し
て
、
わ
が
国
の
法
制
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
に
お
け
る
対
価
の
公
正
確
保
の
規
制
に
つ
い
て
検
討
し
た
（
第
二
章
）。
す
な
わ
ち
、
同
法
に
お
い
て
は
、
対
価
の
公
正
を
確
保
し
、
株
主
を
保
護
す
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｃ
会
社
法
第
三
指
令
お
よ
び
主
要
な
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
法
制
と
同
様
に
、
対
価
に
つ
い
て
鑑
定
人
に
よ
る
鑑
定
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
次
に
、
わ
が
国
の
法
制
に
お
け
る
対
価
の
公
正
確
保
の
規
制
に
つ
い
て
検
討
し
た（
第
三
章
）。
わ
が
国
の
法
制
は
、
合
併
に
つ
い
て
重
要
な
改
正
を
行
っ
た
平
成
九
年
改
正
商
法
に
お
い
て
も
、
株
式
交
換
・
株
式
移
転
を
導
入
し
た
平
成
一
一
年
改
正
商
法
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
は
、
対
価
の
柔
軟
化
を
図
っ
た
会
社
法
に
お
い
て
も
、
そ
の
立
法
過
程
に
お
い
て
は
、
対
価
に
つ
き
、
専
門
家
に
よ
る
検
査
を
義
務
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
と
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
対
価
の
公
正
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
主
と
し
て
経
済
界
か
ら
の
根
強
い
反
対
に
よ
り
、
立
法
化
に
至
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
会
社
法
に
お
い
て
は
、
組
織
再
編
行
為
の
対
価
を
柔
軟
化
し
、
存
続
会
社
等
の
株
式
を
割
り
当
て
ず
、
金
銭
等
を
割
り
当
て
る
形
式
で
の
組
織
再
編
を
認
め
た
が
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
従
来
か
ら
の
割
当
理
由
書
に
加
え
、
対
価
の
相
当
性
に
関
す
る
事
項
が
事
前
開
示
事
項
の
一
つ
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
。
割
当
理
由
書
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
対
価
の
公
正
確
保
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
こ
と
が
?
）
四
六
二
五
八
会
社
法
に
お
け
る
組
織
再
編
対
価
の
公
正
確
保
（
笹
川
敏
彦
）
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
加
え
て
課
せ
ら
れ
た
相
当
性
に
関
す
る
事
項
も
、
対
価
自
体
の
相
当
性
を
担
保
す
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
対
価
の
種
類
に
つ
い
て
の
選
択
が
相
当
で
あ
る
こ
と
を
担
保
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
手
当
の
み
で
は
、
対
価
の
公
正
確
保
の
手
段
と
し
て
不
十
分
で
あ
り
、
株
主
（
と
く
に
少
数
株
主
）
の
保
護
に
欠
け
る
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
少
な
く
と
も
、
存
続
会
社
等
の
株
式
以
外
を
対
価
と
し
て
選
択
す
る
場
合
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
法
等
と
同
様
に
、
専
門
家
に
よ
る
検
査
を
義
務
づ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
た
と
え
専
門
家
の
検
査
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
対
価
の
柔
軟
化
自
体
を
認
め
て
よ
い
も
の
な
の
か
、
筆
者
は
、
少
数
株
主
の
排
除
と
い
う
観
点
か
ら
疑
念
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
?
）
四
七
二
五
九
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
二
号
）
